
 

 

第

４

７

回

城

戸

賞

応

募

作

品

 

        

帯

び

る 

  

大

沢

ケ

イ

ト

 

 
 



 

 

・
「

登

場

人

物

表

」

 

村

上

サ

エ

（

２

６

）

農

家

の

女

性

 

日

高

疾

風

（
２

７

）
織

物

職

人

 
和

田

美

弥

 

（

１

６

）

高

校

生

 

太

田

駿

季

（

２

８

）

テ

キ

ス

タ

イ

ル

デ

ザ

イ

ナ

ー

 

日

高

昭

二

（

５

９

）

疾

風

の

父

 

真

島

平

吾

（

３

５

）

農

家

の

男

性

 

和

田

武

（

４

２

）

美

弥

の

父

 

日

高

満

琉

 

（

１

１

）

疾

風

の

弟

 

御

園

ト

シ

（

８

８

）

お

か

げ

島

の

長

老

 

新

町

和

彦

（

２

８

）

太

田

の

友

人

 

神

主

（

５

０

）

神

主

 

日

高

ま

つ

（
５

０

）
疾

風

の

母
 

運

転

手

（
６

０

）
タ

ク

シ

ー

運

転

手

 

店

主

（

４

０

）

ラ

ー

メ

ン

店

店

主
 

仲

居

（

６

０

）

旅

館

の

仲

居

 

真

由

美

（
１

７

）
女

子

高

生

 

友

梨

佳

（
１

７

）
女

子

高

生

 

谷

川

由

華

（
２

６

）
太

田

の

彼

女

 

天

気

予

報

士

（
３

３

）

テ

レ

ビ

の

天

気

予

報

士
 

観

光

客

Ａ

（
５

０

）
男

性

観

光

客

 

観

光

客

Ｂ

（

２

４

）

観

光

客

Ａ

の

連

れ

の

女

性

 

フ

ロ

ン

ト

（

３

０

）

ホ

テ

ル

の

フ

ロ

ン

ト

マ

ン

 

村

上

は

る

（

５

６

）

サ

エ

の

母
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〇

お

か

げ

島

・
全

景

 

海

の

中

に

ポ

ツ

ン

と

あ

る

島

。

 

 

〇

日

高

家

・
外

観

 

平

屋

一

戸

建

て 

 
〇

同

・
プ

レ
ハ
ブ

小

屋

・
外

観

 

機

織

り

の

音

。

 

 

〇

同

・
同

・
内

 

日

高

疾

風

（
２

７

）
が

機

織

り

機

で

龍

の

文

様

が

浮

き

出

た

鮮

や

か

な

布

を

織

っ
て

い
る

。
真

っ
す

ぐ

な

瞳

。
空

の

鳴

る

音

に

顔

を

上

げ

、
窓

か

ら

外

を

見

る

。 

 

〇

畑

 

村

上

サ

エ

（

２

６

）

、
精

力

的

に

畑

仕

事

を

し

て

い
る

が

、
空

の

鳴

る

音

に

顔

を

上

げ

、
空

を

見

上

げ

る

。
首

に

は

首

飾

り

が

光

る

。 

 

〇

空

 

怪

し

い
雲

行

き

。 

 

〇

畑

 

空

を

見

て

い
る

サ

エ
に

道

か

ら

学

生

服

の

和

田

美

弥

（
１

６

）
が

声

を

か

け

る

。 

美

弥
「

サ

エ
ち

ゃ

ー

ん

」 

サ

エ
、
美

弥

に

に

っ
こ

り

す

る

。
美

弥

、
畑

に

入

っ
て

く

る

。 

美

弥
「

お

父

さ

ん

が

サ

エ
ね

え

ち

ゃ

ん

と

こ

ろ

に

泊

ま

っ
て

も

い
い
っ
て

」 

サ

エ
「

ほ

ん

と

？

い
い
っ
て

？

」 

美

弥
「

う

ん

」 

サ

エ
「

う

れ

し

い
。
楽

し

み

だ

あ

」 

美

弥
「

美

弥

も

！

龍

の

花

嫁

の

踊

り

、
マ
ス
タ

ー

し

な

き

ゃ

ね

。
あ

、
綺

麗

」 

美

弥

、
サ

エ
の

首

飾

り

に

気

づ

く

。 

美

弥
「

こ

れ

は

龍

の

花

嫁

の

？

」 

サ

エ
「

う

ん

。
そ

う

だ

よ

。
美

弥

ち

ゃ

ん

が

花

嫁

に

な

る

と

き

に

は

あ

げ

る

ね

」 
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美

弥
「

う

れ

し

い
！

」 

サ

エ
、
美

弥

の

頭

を

な

で

る

。
空

が

鳴

る

。
サ

エ
と

美

弥

、
空

を

見

上

げ

る

。
サ

エ
の

首

飾

り

が

光

る

。 

 
〇

日

高

家

・
プ

レ
ハ
ブ

小

屋

・
内

 

疾

風

、
窓

か

ら

じ

っ
と

空

を

見

上

げ

て

い
る 

疾

風
「

嫌

な

予

感

ほ

ど

よ

く

当

た

る

ん

だ

よ

な

」 
機

織

り

機

の

前

に

座

り

、
厳

し

い
顔

で

織

り

始

め

る

。 

 

〇

畑

 

木

陰

で

休

む

サ

エ
の

と

こ

ろ

に

真

島

平

吾

（

３

５

）

が

回

覧

板

を

持

っ
て

や

っ
て

く

る

。 

真

島
「

サ

エ
ち

ゃ

ん

」 

サ

エ
「

真

島

さ

ん

。
（
回

覧

板

を

見

て

）
あ

ー

、
前

も

言

っ
た

け

ど

回

覧

板

は

家

の

方

に

持

っ
て

っ
て

。
お

母

さ

ん

い
る

し

」 

真

島

、
何

か

言

い
た

げ

。 

サ

エ
「

お

願

い
ね

」 

サ

エ
、
空

を

見

る

。 

真

島
「

空

？

」 

サ

エ
「

ち

ょ
っ
と

変

な

天

気

じ

ゃ

な

い
？

」 

真

島

、
サ

エ
の

首

飾

り

を

見

て

い
る

。 

サ

エ
「

な

に

？

」 

真

島
「

龍

の

花

嫁

、
ほ

ん

と

に

な

る

の

？

」 

サ

エ
「

あ

あ

。
そ

う

な

の

。
う

ん

。
柄

で

も

な

い
？

」 

真

島

、
回

覧

板

を

曲

げ

始

め

る

。 

真

島
「

少

し

く

ら

い
相

談

し

て

ほ

し

か

っ
た

な

あ

」 

サ

エ
「

（
回

覧

板

を

気

に

す

る

）
え

？

あ

、
そ

う

？

」 

真

島

、
す

っ
か

り

回

覧

板

を

折

っ
て

し

ま

う

。 

真

島
「

そ

う

だ

よ

。
だ

っ
て

龍

の

花

嫁

に

な

っ
た

ら

、

結

婚

で

き

な

い
ん

だ

よ

？

」 

サ

エ
「

そ

れ

は

う

ん

。
承

知

の

上

で

。
ほ

ら

、
私

、
結

婚

す

る

あ

て

な

い
し

。
龍

の

神

様

に

結

婚

し

て

も

ら

お

う

と

思

っ
て

」 

真

島

、
回

覧

板

を

力

任

せ

に

遠

く

に

投

げ

る

。 

真

島

の

視

線

に

、
サ

エ
目

を

そ

ら

す

。 

サ

エ
、
汗

を

ぬ

ぐ

い
、
顔

に

泥

が

つ
く

。
真

島

が

泥

の

つ
い
た

サ

エ
の

顔

に

手

を

伸

ば

す
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サ

エ
「

ち

ょ
」 

真

島
「

あ

、
泥

が

つ
い
て

た

か

ら

。
こ

こ

」 

サ

エ
「

あ

、
あ

あ

。
大

丈

夫

、
自

分

で

」 

サ

エ
、
汚

れ

た

手

で

顔

を

ぬ

ぐ

い
、
余

計

黒

く

な

る

。
サ

エ
、
あ

わ

て

て

行

っ
て

し

ま

う

。
サ

エ

を

じ

っ
と

見

送

る

真

島

。
カ

エ
ル
の

鳴

き

声

。

真

島

の

足

元

に

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
。
ヒ

キ

ガ

エ
ル

は

逃

げ

て

行

き

、
真

島

、
眉

を

し

か

め

る

。 

 

〇

病

院

・
外

観
 

 

〇

同

・
病

室

 

御

園

ト

シ

（
８

８

）
様

々

な

管

に

繋

が

れ

て

い

る

。 

ト

シ

、
口

を

も

ぐ

も

ぐ

さ

せ

て

い
る

。 

 

〇

日

高

家

・
機

織

り

小

屋

・
外

 

日

高

昭

二

（

５

９

）

が

腕

を

組

ん

で

空

を

睨

ん

で

い
る

。 

昭

二
「

ム
ズ

ム
ズ

す

る

な

」 

小

屋

の

中

に

入

り

、
ぴ

し

ゃ

っ
と

戸

を

閉

め

る

。 

 

〇

同

・
同

・
内

 

薄

暗

い
小

屋

の

中

、
昭

二

が

精

力

的

に

黒

い

布

を

織

っ
て

い
る

。
龍

の

文

様

。
機

織

り

の

音

が

響

く

。 

 

〇

同

・
同

・
外

 

機

織

り

の

音

が

す

る

中

、
戸

の

近

く

に

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
が

や

っ
て

く

る

。 

 

〇

都

内

・
全

景

（
夜

） 

 

〇

太

田

の

マ

ン

シ

ョ

ン

・

外

観

（

夜

）

 

太

田

駿

季

（

２

８

）

が

暮

ら

す

小

規

模

マ

ン

シ

ョ

ン

 

太

田

の

声

「

パ

ー

テ

ィ

ー

？

」

 

 

〇

同

・

太

田

の

ワ

ン

ル

ー

ム

（

夜

）

 

デ

ス

ク

と

ベ

ッ

ド

と

棚

が

あ

る

。
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棚

に

ト

ロ

フ

ィ

ー

や

盾

。

ホ

コ

リ

を

か

ぶ

っ

て

い

る

。

壁

に

は

ト

ロ

フ

ィ

ー

を

か

か

げ

る

太

田

の

写

真

や

、

織

物

が

飾

ら

れ

て

い

る

。

 

太

田

駿

季

（

２

８

）

は

ビ

ー

ル

片

手

に

「

テ

キ

ス

タ

イ

ル

デ

ザ

イ

ン

大

賞

 

受

賞

式

と

パ

ー

テ

ィ

ー

の

お

知

ら

せ

」

を

読

ん

で

い

る

。

 

太

田

、

立

っ

て

い

る

新

町

和

彦

（

２

８

）

に

お

知

ら

せ

を

渡

す

。

新

町

、

笑

顔

で

 

新

町

「

行

く

で

し

ょ

？

」

 

太

田

「

ノ

ミ

ネ

ー

ト

も

さ

れ

て

な

い

の

に

の

こ

の

こ

行

け

ね

え

よ

。

新

町

は

大

賞

な

ん

だ

か

ら

行

っ

て

く

れ

ば

。

こ

こ

料

理

美

味

し

い

よ

」

 

新

町

、

口

を

尖

ら

せ

て

 

新

町

「

太

田

と

一

緒

に

行

き

た

い

ん

だ

よ

。

新

旧

の

大

賞

受

賞

者

が

顔

を

揃

え

る

…
っ

て

い

い

話

題

に

な

る

と

思

わ

な

い

？

」

 

太

田

「

俺

は

い

い

っ

て

。

そ

れ

に

２

０

日

は

由

華

の

誕

生

日

」

 

新

町

「

ま

だ

続

い

て

る

ん

だ

」

 

太

田

「

細

々

と

ね

」

 

新

町

う

れ

し

そ

う

に

ベ

ッ

ド

に

座

っ

て

 

新

町

「

こ

の

間

、

大

賞

と

っ

た

報

告

に

大

学

の

ぞ

い

た

ん

だ

よ

。

懐

か

し

か

っ

た

わ

ー

。

あ

、

そ

う

だ

、

お

っ

さ

ん

か

ら

こ

れ

」

 

新

町

、

太

田

に

写

真

を

手

渡

す

。

ト

ロ

フ

ィ

ー

を

持

ち

お

っ

さ

ん

（

沖

野

教

授

）
（

５

２

）

の

横

に

立

つ

太

田

の

写

真

。

 

新

町

「

お

っ

さ

ん

、

太

田

の

こ

と

気

に

し

て

た

よ

。

あ

い

つ

ど

こ

に

向

か

っ

て

ん

だ

っ

て

。

ま

あ

適

当

に

言

っ

と

い

た

け

ど

」

 

新

町

、

足

元

の

空

の

酒

瓶

を

手

に

取

る

。

 

太

田

「

…

あ

り

が

と

」

 

新

町

「

い

い

っ

て

！

だ

か

ら

行

こ

う

授

賞

式

。

パ

ー

ッ

と

騒

ご

う

」

 

太

田

が

壁

の

カ

レ

ン

ダ

ー

を

叩

く

と

 

新

町

「

ど

う

せ

由

華

ち

ゃ

ん

と

の

デ

ー

ト

は

夜

だ

ろ

？

夜

景

の

見

え

る

レ

ス

ト

ラ

ン

～

。

授

賞

パ

ー

テ

ィ

ー

は

昼

！

受

賞

パ

ー

テ

ィ

ー

か

ら

の

～

バ

ー

ス

デ

ー

パ

ー

テ

ィ

ー

、

昼

か

ら

夜

。

完

璧

。

と

い

う

わ

け

で

７

月

２

０

日

。

プ

ラ

ザ

ホ

テ

ル

１

２

時

。

よ

ろ

し

く

」
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新

町

、

出

て

行

く

。

 

太

田

、

写

真

を

破

っ

て

投

げ

る

。

 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

深

夜

。

ビ

ー

ル

片

手

に

パ

ソ

コ

ン

で

旅

行

サ

イ

ト

を

見

て

い

る

太

田

。

７

月

２

０

日

を

選

択

す

る

。

 

 

〇

大

海

原

（

朝

）

 
フ

ェ

リ

ー

が

進

ん

で

い

く

。

 

 

〇

フ

ェ

リ

ー

・

デ

ッ

キ

（

朝

）

 

手

す

り

に

つ

か

ま

り

潮

風

に

吹

か

れ

て

い

る

太

田

。

 

谷

川

由

華

（
２

６

）
の

声

が

す

る

。 

由

華

の

声

「

は

あ

～

？

旅

行

？

ど

う

い

う

こ

と

？

私

の

誕

生

日

は

！

？

夜

景

の

見

え

る

レ

ス

ト

ラ

ン

は

？

」

 

 

〇

フ

ェ

リ

ー

・

デ

ッ

キ

（

朝

）

 

手

す

り

に

よ

り

か

か

っ

て

電

話

す

る

サ

ン

グ

ラ

ス

姿

の

太

田

。

周

り

を

気

に

し

て

い

る

。
 

太

田

「

ご

め

ん

。

帰

っ

て

か

ら

埋

め

合

わ

せ

す

る

か

ら

。

え

？

い

や

だ

か

ら

、

来

年

二

年

分

ま

と

め

て

お

祝

い

す

る

よ

。

ケ

ー

キ

に

ロ

ウ

ソ

ク

を

倍

の

数

立

て

て

あ

げ

る

か

ら

。

ね

？

」

 

ス

マ

ホ

を

持

ち

直

す

太

田

。

 

太

田

「
『

テ

キ

ス

タ

イ

ル

デ

ザ

イ

ン

大

賞

』

？

あ

ー

、

そ

う

い

え

ば

新

町

く

ん

が

そ

ん

な

こ

と

言

っ

て

た

な

。

新

町

く

ん

、

い

い

奴

な

ん

だ

よ

。

忘

れ

て

た

こ

と

を

思

い

出

さ

せ

て

く

れ

る

っ

て

い

う

か

さ

。

親

切

だ

よ

ね

。

ま

あ

、

正

直

俺

、

賞

レ

ー

ス

も

う

飽

き

ち

ゃ

っ

た

の

よ

。

興

味

な

い

ん

だ

よ

ね

。

う

ん

」

 

由

華

の

声

「

は

あ

、

そ

う

で

す

か

。

そ

れ

で

太

田

く

ん

は

ど

こ

に

向

か

っ

て

る

ん

で

す

か

？

」

 

 

〇

大

海

原

（

朝

）

 

進

む

フ

ェ

リ

ー

。

周

り

に

島

は

な

い

。

 

 

〇

フ

ェ

リ

ー

・

デ

ッ

キ

（

朝

）

 

ス

マ

ホ

を

耳

に

当

て

た

ま

ま

海

を

眺

め

る

太

田

 

太

田

「

ど

こ

か

な

あ

。

俺

、

正

直

迷

子

な

ん

だ

よ

ね

。
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ど

こ

だ

と

思

う

？

」

 

由

華

の

声
「

知

ら

な

い

。
ど

こ

で

も

好

き

な

と

こ

行

っ

た

ら

？

じ

ゃ

あ

楽

し

ん

で

。
も

う

帰

っ
て

こ

な

く

て

い
い
よ

」 

太

田
「

え

？

由

華

？

お

い
ー

。
切

っ
た

よ

」 

太

田

、

ス

マ

ホ

を

苦

々

し

い

顔

で

見

て

か

ら

、

海

を

見

る

。

 

 

〇

タ

イ

ト

ル

『
 

帯

 

び

 

る

 

』

 

 

〇

元

島

・

全

景

 

大

き

な

島

。

フ

ェ

リ

ー

が

向

か

っ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

港

 港

に

フ

ェ

リ

ー

が

入

港

す

る

。

 

以

降

、

元

島

。

 

 

〇

船

着

き

場

 

フ

ェ

リ

ー

か

ら

降

り

る

太

田

。

後

ろ

か

ら

来

た

客

が

太

田

に

ぶ

つ

か

り

謝

り

も

せ

ず

行

っ

て

し

ま

う

。

太

田

、

顔

を

し

か

め

る

。

 

 

〇

タ

ク

シ

ー

乗

り

場

 

タ

ク

シ

ー

に

近

づ

く

太

田

。

後

ろ

か

ら

来

た

客

に

先

を

越

さ

れ

る

。

に

ら

む

太

田

。

背

後

か

ら

タ

ク

シ

ー

運

転

手

（

６

０

）

が

近

づ

く

。

 

運

転

手
「

タ

ク

シ

ー

ど

う

？

安

く

し

と

く

よ

」 

振

り

返

る

太

田

。

 

 

〇

道

 

島

内

を

走

る

タ

ク

シ

ー

。

 

 

〇

タ

ク

シ

ー

車

内

 

窓

の

外

を

眺

め

る

太

田

。

運

転

手

が

話

し

か

け

る

。

 

運

転

手

「

そ

り

ゃ

ね

、

東

京

に

比

べ

た

ら

何

に

も

な

い

よ

ー

、

何

に

も

な

い

の

が

こ

の

元

島

の

い

い

と

こ

ろ

な

の

よ

」

 

太

田

「

な

る

ほ

ど

」

 

運

転

手

「

お

客

さ

ん

、

お

昼

は

ど

こ

で

食

べ

る

か

決
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ま

っ

て

る

？

」

 

太

田

、

ぼ

ん

や

り

と

し

て

 

太

田

「

な

ん

も

決

ま

っ

て

な

い

っ

す

」

 

 

〇

ラ

ー

メ

ン

屋

・

外

観

 

小

さ

な

ラ

ー

メ

ン

屋

。

近

く

に

タ

ク

シ

ー

が

停

ま

っ

て

い

る

。

 

 

〇

ラ

ー

メ

ン

屋

・

内

 

運

転

手

と

太

田

、

カ

ウ

ン

タ

ー

で

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

て

い

る

。

 

運

転

手

「

ね

え

？

言

っ

た

通

り

で

し

ょ

？

お

い

し

い

で

し

ょ

、

こ

こ

の

ラ

ー

メ

ン

」

 

太

田

「

あ

、

は

い

…
…

」

 

運

転

手

「

東

京

に

も

た

く

さ

ん

お

い

し

い

も

の

あ

る

と

思

う

け

ど

、

こ

の

元

島

で

は

こ

こ

の

ラ

ー

メ

ン

が

一

番

！

ね

、

大

将

？

」

 

運

転

手

、

カ

ウ

ン

タ

ー

内

の

店

主

（

４

０

）

に

話

し

か

け

る

。

店

主

、

機

嫌

よ

く
 

店

主

「

い

つ

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

運

転

手

「
（

太

田

に

）

こ

こ

の

漬

物

も

う

ま

い

ん

だ

」

 

運

転

手

、

太

田

に

漬

物

の

入

っ

た

ケ

ー

ス

を

渡

す

。

 

太

田

は

ス

マ

ホ

で

「

テ

キ

ス

タ

イ

ル

デ

ザ

イ

ン

大

賞

」

授

賞

式

の

配

信

を

見

な

が

ら

漬

物

を

大

量

に

ラ

ー

メ

ン

に

入

れ

る

。

満

面

の

笑

み

の

新

町

と

受

賞

し

た

作

品

が

映

る

。

太

田

、

ス

マ

ホ

を

伏

せ

て

ラ

ー

メ

ン

を

勢

い

よ

く

食

べ

る

。

 

太

田

「

辛

！

」

 

運

転

手

「

お

客

さ

ん

、

い

く

ら

な

ん

で

も

入

れ

す

ぎ

だ

よ

」

 

太

田

、

水

を

飲

も

う

と

し

て

こ

ぼ

す

。

 

運

転

手

「

あ

ー

あ

ー

」

 

太

田

「

す

み

ま

せ

ん

」

 

店

主

「
（

台

拭

き

を

渡

し

て

）

ど

う

ぞ

。

こ

れ

で

拭

い

て

く

だ

さ

い

」

 

運

転

手

が

台

拭

き

を

受

け

取

り

拭

く

。

 

運

転

手

「

あ

ー

あ

ー

、

ビ

シ

ョ

ビ

シ

ョ

だ

。

服

、

大

丈

夫

？

」
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太

田

「

大

丈

夫

で

す

。

ほ

ん

と

す

い

ま

せ

ん

」

 

運

転

手

「

ち

ょ

っ

と

コ

ッ

プ

持

ち

上

げ

て

」

 

太

田

、

コ

ッ

プ

や

コ

ー

ス

タ

ー

を

持

ち

上

げ

る

。

コ

ー

ス

タ

ー

の

龍

の

柄

に

気

づ

き

、

し

げ

し

げ

見

る

。

 

 
〇

道
 

島

内

を

走

る

タ

ク

シ

ー

。

 

 

〇

タ

ク

シ

ー

・
内

 

後

部

座

席

に

座

り

、

コ

ー

ス

タ

ー

を

裏

表

見

る

太

田

に

運

転

手

が

話

し

か

け

る

。

 

運

転

手

「

そ

の

織

物

の

名

前

？

締

龍

（

し

め

り

ゅ

う

）

っ

て

言

い

ま

す

ね

」

 

太

田

「

締

龍

？

」

 

運

転

手

「

龍

を

締

め

る

っ

て

書

い

て

、

締

龍

。

こ

の

島

か

ら

又

船

で

行

っ

た

と

こ

ろ

に

お

か

げ

島

っ

て

小

さ

な

島

が

あ

る

ん

で

す

よ

。

織

物

が

有

名

で

ね

。

ま

あ

有

名

っ

て

言

っ

て

も

こ

の

辺

で

だ

け

よ

」

 

太

田

「

へ

え

。
」

 

太

田

、

コ

ー

ス

タ

ー

の

織

り

を

指

で

確

認

し

て

い

る

。

 

運

転

手
「

お

客

さ

ん

、
お

か

げ

島

行

く

の

？

」 

太

田
「

お

か

げ

島

？

あ

あ

、
い
や

特

に

」 

運

転

手
「

行

く

な

ら

、
甥

っ
子

が

船

出

し

ま

す

ん

で

、

連

絡

く

だ

さ

い
。
」 

運

転

手

、

太

田

に

名

刺

を

差

し

出

す

。

 

運

転

手

、

笑

顔

で

 

運

転

手
「

安

く

し

と

き

ま

す

ん

で

」 

 

〇

旅

館

・

外

観

（

夜

）

 

小

さ

な

旅

館

。

灯

り

が

灯

っ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

和

室

（

夜

）

 

浴

衣

姿

の

太

田

が

布

団

の

上

で

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

に

締

龍

の

柄

を

書

い

て

い

る

。

コ

ー

ス

タ

ー

を

表

裏

見

な

が

ら

、

 

太

田

「

締

龍

。

龍

を

締

め

る

、

か

。

ま

、

今

時

じ

ゃ

な

い

よ

な

あ

、

こ

う

い

う

の

は

。

イ

ン

ス

ピ

レ

ー

シ

ョ
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ン

…

」

 Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

着

信

音

。

太

田

、

ス

マ

ホ

を

見

る

。

ト

ロ

フ

ィ

ー

を

持

ち

満

面

の

笑

み

の

新

町

の

写

真

。

太

田

、

ス

マ

ホ

を

放

り

投

げ

る

。

 

 
〇

同

（

朝

）

 

テ

ー

ブ

ル

の

下

に

ビ

ー

ル

の

空

き

缶

が

５

，

６

本

と

く

し

ゃ

く

し

ゃ

に

丸

め

た

紙

が

い

く

つ

も

転

が

っ

て

い

る

。

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

は

開

か

れ

、

締

龍

の

柄

が

描

か

れ

て

い

る

。

 

畳

に

寝

転

が

る

太

田

。

仲

居

（

６

０

）

が

布

団

を

畳

む

。

 

仲

居

「

お

若

い

の

に

ど

こ

に

も

出

か

け

な

く

て

退

屈

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

海

と

か

行

っ

た

ら

ど

う

で

す

か

。

マ

リ

ン

ス

ポ

ー

ツ

と

か

。

こ

の

島

の

海

は

綺

麗

で

す

よ

～

」

 太

田

、

顔

を

上

げ

て

 

太

田

「

お

か

げ

島

っ

て

ど

ん

な

と

こ

で

す

か

？

」

 

仲

居

「

お

か

げ

島

？

」

 

太

田

「

締

龍

っ

て

い

う

織

物

を

見

た

い

ん

で

す

け

ど

。

（

コ

ー

ス

タ

ー

を

渡

し

て

）

こ

れ

」

 

仲

居

、

首

を

か

し

げ

、

コ

ー

ス

タ

ー

を

返

す

。
 

仲

居

「

締

龍

？

 

あ

～

、

よ

く

知

ら

な

い

け

ど

お

か

げ

島

に

い

っ

た

ら

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

名

産

っ

て

い

う

く

ら

い

だ

し

」

 

太

田
「

そ

う

で

す

か

」 

再

び

寝

転

が

る

太

田

の

横

に

仲

居

が

座

る

。

 

仲

居

「

で

も

ね

、

あ

の

島

、

ち

ょ

っ

と

怖

い

ん

で

す

よ

」

 

太

田

「

怖

い

？

」

 

起

き

上

が

る

太

田

。

仲

居

う

な

ず

い

て

 

仲

居

「

い

ろ

い

ろ

良

く

な

い

噂

が

ね

、

あ

る

か

ら

。

こ

こ

だ

け

の

話

、

あ

ん

ま

り

行

か

な

い

方

が

い

い

と

思

い

ま

す

よ

。

私

が

言

っ

た

っ

て

な

い

し

ょ

ね

」

 

仲

居

、

肩

を

す

く

め

出

て

行

く

。

太

田

、

財

布

か

ら

名

刺

を

出

し

、

電

話

を

か

け

る

。

 

太

田

「

あ

、

も

し

も

し

。

こ

の

間

タ

ク

シ

ー

に

乗

せ

て

も

ら

っ

た

も

の

な

ん

で

す

け

ど

、

お

か

げ

島

ま

で

船

出

せ

ま

す

か

？

」

 

 

〇

小

型

船

・

船

上
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海

を

行

く

小

型

船

。

太

田

が

乗

り

込

ん

で

い

る

。

前

方

に

お

か

げ

島

が

見

え

て

い

る

。

 

 

〇

お

か

げ

島

・

全

景

 

山

に

雲

が

か

か

っ

て

い

る

。

 

 
〇

サ

エ

の

家

 

お

か

げ

島

の

サ

エ

の

家

。

一

軒

家

。

以

降

、

お

か

げ

島

。

 

 

〇

同

・

和

室

 

サ

エ

が

龍

の

掛

け

軸

の

前

に

正

座

し

て

い

る

。

 

掛

け

軸

の

前

に

三

宝

に

乗

せ

た

首

飾

り

。

 

サ

エ

「

結

婚

す

る

相

手

が

い

な

い

か

ら

っ

て

。

大

変

失

礼

を

申

し

上

げ

ま

し

た

。

こ

ん

な

花

嫁

で

す

み

ま

せ

ん

。

明

日

は

ど

う

か

お

手

柔

ら

か

に

お

願

い

し

ま

す

」

 

顔

を

上

げ

、

下

が

ろ

う

と

し

て

振

り

向

く

と

目

の

前

に

大

き

な

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

。

サ

エ

、

驚

く

。

 

サ

エ

「

え

？

カ

エ

ル

？

」

 

部

屋

の

四

方

八

方

か

ら

小

さ

な

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

出

て

く

る

。

 

サ

エ

「

え

？

え

？

え

？

や

だ

」

 

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

じ

り

じ

り

近

寄

っ

て

く

る

。

 

サ

エ

「

こ

れ

は

ひ

ょ

っ

と

し

て

島

に

禍

（

わ

ざ

わ

い

）

を

も

た

ら

す

と

い

う

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

？

ま

さ

か

」

 

サ

エ

、

身

を

翻

し

、

首

飾

り

に

手

を

伸

ば

す

。

サ

エ

に

、

ヒ

キ

ガ

エ

ル

た

ち

が

飛

び

か

か

る

。

サ

エ

の

悲

鳴

が

響

き

渡

る

。

 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

村

上

は

る

（

５

６

）

が

障

子

を

開

け

る

と

大

小

無

数

の

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

サ

エ

に

群

が

っ

て

い

る

。

 

サ

エ

「

お

母

さ

ん

！

助

け

て

」

 

は

る

、

悲

鳴

を

上

げ

る

。

 

は

る

「

サ

エ

！

」

 

落

ち

て

い

る

首

飾

り

。

 

 

〇

山

道

 

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

に

ま

と

わ

り

つ

か

れ

た

サ

エ

が

体

か

ら

振

り

払

う

よ

う

に

腕

を

振

り

回

し

走
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っ

て

い

る

。

真

島

が

後

か

ら

追

っ

て

く

る

。

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

！

止

ま

れ

！

サ

エ

！

」

 

 

〇

岬

・

上

 走

っ

て

き

た

サ

エ

、

崖

の

上

で

立

ち

止

ま

る

。

真

島

、

走

っ

て

く

る

。

 
真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

。

こ

っ

ち

来

い

」

 

サ

エ

、

首

を

振

る

。

 

サ

エ

「

私

、

こ

こ

か

ら

飛

び

込

む

わ

」

 

真

島

「

な

に

？

サ

エ

ち

ゃ

ん

、

無

茶

す

る

な

」

 

サ

エ

「

大

丈

夫

。

も

う

こ

れ

し

か

な

い

。

真

島

さ

ん

」

 

サ

エ

、

首

飾

り

を

は

ず

し

、

真

島

に

投

げ

る

。

受

け

止

め

る

真

島

。
 

サ

エ

「

こ

れ

、

お

願

い

」

 

サ

エ

、

身

を

ひ

る

が

え

し

飛

び

込

も

う

と

構

え

る

。

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

！

」

 

サ

エ

、

崖

か

ら

飛

び

出

す

。

 

真

島
「

サ

エ
ち

ゃ

ん

好

き

だ

！

」 

サ

エ

、

飛

ん

だ

状

態

で

振

り

返

り

、

驚

い

た

顔

の

ま

ま

落

ち

て

い

く

。

 

 

〇

港

・

桟

橋

 

小

型

船

か

ら

桟

橋

へ

降

り

る

太

田

。

 

誰

か

の

声

「

あ

っ

！

」

 

岬

を

見

上

げ

る

太

田

。

 

 

〇

岬

・

全

景

 

海

に

落

ち

て

い

く

人

影

。

 

 

〇

岬

・

上

 真

島

、

崖

の

下

を

の

ぞ

く

。

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

！

」

 

そ

の

手

に

握

ら

れ

た

首

飾

り

。

 

 

〇

港

・

桟

橋

 

呆

気

に

と

ら

れ

る

太

田

。

人

々

が

騒

ぎ

な

が

ら

 

走

っ

て

い

く

。

 

桟

橋

に

小

さ

く

「

お

か

げ

島

へ

よ

う

こ

そ

」

の

文

字

。
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〇

道

 

歩

く

太

田

。

向

こ

う

か

ら

島

の

住

人

が

走

っ

て

く

る

。

 

太

田

「

す

み

ま

せ

ん

、

あ

の

」

 

走

り

す

ぎ

る

島

の

住

人

。

 

 

〇

分

か

れ

道

 
道

が

二

手

に

分

か

れ

て

い

る

。

太

田

、

見

比

べ

る

。

山

の

方

か

ら

か

す

か

に

三

味

線

の

音

が

聞

こ

え

る

。

太

田

、

山

の

方

へ

歩

い

て

い

く

。

 

 

〇

山

道

 

ゆ

る

や

か

な

山

道

を

歩

く

太

田

。

汗

を

拭

く

。

三

味

線

の

音

が

近

づ

い

て

く

る

が

急

に

止

ま

る

。

太

田

、

足

を

止

め

耳

を

す

ま

す

。
 

 

〇

広

場

・
全

景

 

広

場

の

真

ん

中

に

舞

台

が

あ

る

。 

 

〇

同

・

舞

台

 

舞

台

で

美

弥

が

三

味

線

を

持

ち

座

り

込

ん

で

い

る

。

小

学

生

女

子

が

数

人

立

ち

止

ま

り

、

大

声

で

呼

ん

で

い

る

。

 

女

子

た

ち

「

美

弥

―

。

美

弥

ち

ゃ

ー

ん

」

 

女

子

た

ち

「

サ

エ

姉

ち

ゃ

ん

の

こ

と

聞

い

た

？

」

 

美

弥

、

反

応

し

な

い

。

女

子

た

ち

去

る

。

 

太

田

が

疲

れ

た

様

子

で

や

っ

て

き

て

女

子

た

ち

と

す

れ

違

う

。

 

太

田

「

あ

、

ち

ょ

っ

と

い

い

か

な

」

 

女

子

た

ち

行

っ

て

し

ま

う

。

 

美

弥

、

三

味

線

を

弾

き

だ

す

。

 

太

田

、

美

弥

を

眺

め

て

い

る

が

声

を

か

け

る

。

 

太

田
「

こ

ん

に

ち

は

」 

美

弥

、

三

味

線

を

弾

く

の

を

や

め

太

田

を

見

る

。

 

太

田

「

三

味

線

の

練

習

？

」

 

美

弥

、

無

言

。

 

和

田

武

（
４

２

）
が

急

い

で

や

っ

て

く

る

。

 

武

「

美

弥

！

」
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武

、

美

弥

に

 

武

「

な

、

な

に

し

て

ん

だ

」

 

太

田

「

娘

さ

ん

で

す

か

。

す

み

ま

せ

ん

、

僕

、

船

で

こ

の

島

に

来

た

ば

か

り

で

」

 

武

、

太

田

を

無

視

し

て

美

弥

に

 
武

「

さ

、

サ

エ

の

こ

と

聞

い

た

か

？

」

 
太

田

「
（

た

め

息

を

つ

い

て

）

俺

、

こ

の

島

の

人

に

は

見

え

な

い

の

か

な

あ

」

 
太

田

、

飛

ぶ

ま

ね

を

す

る

。

 

武

「

み

、

見

え

て

る

よ

」

 

太

田

「

よ

か

っ

た

。

マ

ジ

で

透

明

に

な

っ

た

か

と

思

っ

た

」

 

武

「

あ

、

あ

ん

た

、

ラ

ッ

キ

ー

だ

よ

」

 

太

田

「

え

、

ラ

ッ

キ

ー

？

な

に

が

で

す

！

？

」

 

武

「

こ

、

こ

の

子

に

会

え

た

か

ら

さ

。

こ

の

美

弥

は

特

別

な

子

な

ん

だ

。

い

い

こ

と

あ

る

よ

？

」

 

美

弥

、

武

を

見

る

。

 

太

田

、

キ

ョ

ト

ン

と

す

る

が

 

太

田

「

そ

う

な

ん

だ

、

い

い

こ

と

あ

り

ま

す

？

ラ

ッ

キ

ー

？

」

 

武

「

ら

ラ

ッ

キ

ー

、

ラ

ッ

キ

ー

」

 

太

田

「

や

っ

た

！

」

 

武

「

で

、

あ

、

あ

ん

た

ど

こ

行

く

の

？

町

？

海

？

」

 

太

田

「

あ

の

、

僕

、

締

龍

を

見

た

く

て

」

 

武

「

し

、

締

龍

？

あ

あ

、

織

物

か

」

 

日

高

満

琉

（

１

１

）

が

舞

台

を

横

切

っ

て

走

っ

て

い

く

。

 

武

、

満

琉

を

呼

び

止

め

る

。

 

武

「

こ

ら

、

満

琉

！

」

 

満

琉

、

振

り

返

る

。

 

武

「

ぶ

、

舞

台

、

横

切

る

な

っ

て

言

っ

て

ん

だ

ろ

。

お

客

さ

ん

、

お

ま

え

ん

ち

に

案

内

し

て

や

っ

て

」

 

武

、

太

田

を

指

し

示

す

。

 

満

琉

「
（

小

声

で

）

年

中

酔

っ

払

い

が

え

ら

そ

う

に

。

（

大

声

で

）

サ

エ

ね

え

ち

ゃ

ん

が

さ

あ

」

 

美

弥

が

進

み

出

る

。

満

琉

、

決

ま

り

悪

そ

う

に

し

て

、

太

田

を

じ

ろ

っ

と

見

る

が

、

走

っ

て

い

っ

て

振

り

返

り

、

太

田

を

呼

ぶ

。

 

満

琉

「

お

じ

さ

ん

、

こ

っ

ち

」

 

太

田

「

お

じ

さ

ん

っ

て

。
（

武

に

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ
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い

ま

す

。
」

 

太

田

、

満

琉

の

方

へ

走

っ

て

い

く

。

 

見

送

る

美

弥

と

武

。

武

、

美

弥

の

三

味

線

を

持

ち

、

眺

め

て

う

れ

し

そ

う

に

 

武

「

み

、

美

弥

、

喜

べ

。

き

ょ

、

今

日

か

ら

お

ま

え

が

龍

の

花

嫁

だ

」

 

武

を

見

る

美

弥

。

 

 

 

〇

山

道

 

太

田

は

満

琉

の

後

を

歩

い

て

い

る

。

 

太

田

「

さ

っ

き

飛

び

込

ん

だ

人

、

知

り

合

い

？

」

 

満

琉

「

サ

エ

ね

え

ち

ゃ

ん

の

こ

と

？

飛

び

込

む

の

見

た

？

」

 

太

田

「

遠

目

で

」

 

満

琉

「

生

き

て

る

？

」

 

太

田

「

い

や

、

そ

こ

ま

で

は

」

 

満

琉

「

見

て

な

い

の

か

あ

」

 

太

田

「

う

ん

。

ご

め

ん

」

 

満

琉

、

太

田

を

ち

ら

っ

と

見

る

。

 

満

琉

「

お

じ

さ

ん

、

こ

の

島

に

何

し

に

来

た

の

？

」
 

太

田

「

お

じ

さ

ん

っ

て

引

っ

か

か

る

な

あ

。

あ

の

ね

、

知

ら

な

い

か

も

し

れ

な

い

け

ど

、

締

龍

っ

て

い

う

織

物

を

見

に

ね

」

 

満

琉

「

締

龍

！

？

」

 

満

琉

、

立

ち

止

ま

る

。

 

満

琉

「

締

龍

は

う

ち

で

作

っ

て

る

ん

だ

ぞ

」

 

太

田

「

え

！

そ

う

な

の

？

」

 

満

琉

「

う

ん

。

父

ち

ゃ

ん

も

母

ち

ゃ

ん

も

兄

ち

ゃ

ん

も

締

龍

織

り

だ

」

 

太

田

「

あ

、

そ

れ

は

う

れ

し

い

。

見

せ

て

も

ら

え

る

か

な

？

」

 満

琉

、

得

意

そ

う

に

う

な

ず

く

。

 

満

琉

「

祭

り

に

さ

珍

し

い

締

龍

い

っ

ぱ

い

飾

ら

れ

る

よ

」

 

太

田

「

祭

り

？

」

 

満

琉

「

で

も

サ

エ

ね

え

ち

ゃ

ん

が

死

ん

じ

ゃ

っ

た

ら

祭

り

や

ら

な

い

か

も

な

」

 

 

〇

日

高

家

・
玄

関

・
内

 

壁

に

龍

に

乗

っ

た

花

嫁

の

織

物

が

掛

け

て

あ

る

。
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疾

風

が

奥

か

ら

出

て

き

て

出

か

け

て

い

こ

う

と

す

る

。

 

満

琉

が

玄

関

か

ら

入

っ

て

き

て

、

疾

風

を

ち

ら

っ

と

見

て

か

ら

奥

に

い

く

。

 

遅

れ

て

太

田

が

入

っ

て

く

る

。

 
疾

風

「

な

に

か

？

」

 
太

田

「

あ

、

こ

ん

に

ち

は

。

え

え

っ

と

（

奥

を

さ

し

て

）

今

の

子

が

泊

ま

ら

せ

て

く

れ

る

っ

て

言

う

ん

で

す

が

、

こ

こ

旅

館

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

ね

え

」

 

疾

風

「

あ

あ

。

い

や

、

旅

館

み

た

い

な

も

ん

で

す

よ

」

 

太

田

「

え

？

そ

う

な

ん

で

す

か

？

さ

っ

き

の

子

の

お

父

さ

ん

？

」

 

疾

風

「
（

気

を

悪

く

し

て

）

そ

ん

な

年

に

見

え

ま

す

？

兄

で

す

」

 

太

田

「

あ

、

い

や

い

や

若

い

お

父

さ

ん

だ

な

と

思

っ

た

ん

で

す

よ

。

…

す

い

ま

せ

ん

」

 

満

琉

が

奥

か

ら

戻

っ

て

く

る

。
 

満

琉

「
（

疾

風

に

）

な

ん

だ

よ

」

 

疾

風

「

兄

に

向

か

っ

て

「

な

ん

だ

よ

」

と

は

な

ん

だ

」

 

満

琉
「

俺

の

お

客

に

気

安

く

話

し

か

け

る

な

よ

な

」 

太

田

、

壁

の

織

物

に

目

を

止

め

る

。

 

太

田

「

あ

！

こ

れ

締

龍

だ

」

 

疾

風
「

へ
え

、
締

龍

知

っ
て

る

ん

で

す

ね

」 

太

田
「

え

え

、
ち

ょ

っ
と

興

味

が

。
こ

の

龍

に

乗

っ

て

る

女

性

は

神

様

か

何

か

？

」

 

疾

風

、

織

物

を

じ

っ

と

見

る

。

 

疾

風

「

こ

れ

は

…

」

 

満

琉
「

龍

の

花

嫁

だ

よ

、
お

じ

さ

ん

知

ら

な

い
の

？

」 

太

田
「

龍

の

、
花

嫁

？

」 

満

琉
「

う

ん

。
締

龍

知

っ
て

る

な

ら

当

然

知

っ
て

る

も

ん

だ

と

思

っ
た

よ

。
あ

、
そ

う

だ

。
お

じ

さ

ん

、
泊

ま

れ

る

よ

。
安

く

し

と

く

っ
て

。
」 

満

琉

、
太

田

に

ニ
ヤ

ッ
と

し

て

か

ら

、
疾

風

に

 

満

琉
「

俺

の

お

客

だ

か

ら

な

」 

疾

風

「

と

ら

ね

え

か

ら

安

心

し

ろ

い

」

 

疾

風

、

太

田

の

肩

を

叩

き

、

出

か

け

て

い

く

。

 

満

琉

「
（

疾

風

に

）

な

あ

、

祭

り

や

る

の

？

（

太

田

に

）

上

が

っ

て

。

汚

い

と

こ

だ

け

ど

」

 

太

田

「

て

こ

と

は

旅

館

じ

ゃ

な

い

ん

で

し

ょ

？

い

い

の

？

泊

ま

っ

て

」
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満

琉

「

い

い

の

い

い

の

」

 

 

〇

商

店

 

生

活

必

需

品

が

揃

う

小

さ

な

店

。
店

の

前

の

ベ
ン
チ

で

真

由

美

（
１

７

）
と

友

梨

佳

（
１

７

）

が

二

人

、
飲

み

物

片

手

に

話

を

し

て

い
る

。 
友

梨

佳
「

祭

り

、
中

止

か

な

」 

真

由

美
「

龍

の

花

嫁

が

あ

ん

な

こ

と

に

な

っ
た

か

ら

中

止

で

し

ょ
」 

友

梨

佳
「

で

も

オ

ヤ

ジ

が

言

っ
て

た

け

ど

、
祭

り

は

止

め

ら

れ

ね

え

っ
て

」 

二

人

、
飲

み

物

を

飲

む

。 

友

梨

佳
「

サ

エ
ち

ゃ

ん

、
崖

か

ら

海

に

飛

び

込

む

っ
て

。

や

っ
ぱ

り

嫌

だ

っ
た

の

か

な

、
花

嫁

」 

真

由

美
「

そ

り

ゃ

そ

う

で

し

ょ

。
彼

氏

も

作

れ

な

い

し

、

島

か

ら

も

出

ち

ゃ

い

け

な

い

で

し

ょ

。
こ

の

時

代

に

人

権

無

視

だ

と

思

わ

な

い
？

」 

友

梨

佳
「

サ

エ
ち

ゃ

ん

、
つ
き

あ

っ
て

る

人

い
た

の

か

な

」 

真

由

美
「

い
た

ら

龍

の

花

嫁

に

な

ん

か

な

ら

な

い
よ

」 

友

梨

佳
「

そ

れ

も

そ

う

か

。
次

、
誰

が

花

嫁

に

な

る

の

か

な

」 

真

由

美
「

絶

対

嫌

」 

友

梨

佳
「

私

も

ー

」 

 

〇

ト

シ

の

家

・
外

観

 

古

い
日

本

家

屋

。
一

台

の

車

が

止

ま

る

。 

 

〇

同

・
広

間

 

広

い
畳

敷

き

の

和

室

。 

龍

の

絵

の

描

か

れ

た

屏

風

を

背

に

し

て

ト

シ

が

点

滴

そ

の

他

を

つ
け

た

ま

ま

、
座

っ
て

い

る

。

両

脇

に

医

者

と

看

護

師

が

そ

れ

ぞ

れ

座

る

。

美

弥

が

ト

シ

の

前

に

座

っ
て

い

る

。
武

、
昭

二

、

疾

風

が

正

座

し

て

い
る

。
武

、
う

れ

し

さ

を

隠

し

き

れ

ず

落

ち

着

か

な

い
。 

昭

二
「

武

よ

。
う

れ

し

そ

う

だ

な

」 

武
「

そ

、
そ

ん

な

こ

と

。
急

な

こ

と

で

驚

い
て

る

ん

だ

」 

昭

二
「

サ

エ
が

あ

ん

な

こ

と

に

な

っ
ち

ま

っ
た

か

ら

な

あ

。
美

弥

、
お

ま

え

ど

う

だ

？

花

嫁

や

れ

る

か

？

」 

ト

シ

、
美

弥

に

囁

く
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美

弥
「

（
昭

二

に

）
婆

様

が
『

帯

は

織

れ

た

の

か

』
っ
て

」 

昭

二

、
黙

っ
て

い
る

。 

疾

風
「

オ

ヤ

ジ

」 

昭

二
「

あ

と

少

し

だ

」 

美

弥
「

（
ト

シ

の

言

葉

を

聞

い
て

）
間

に

合

わ

せ

ろ

っ
て

」 
昭

二
「

面

倒

く

せ

え

な

あ

。
古

い
立

派

な

帯

が

あ

る

ん

だ

か

ら

そ

れ

を

使

お

う

。
元

々

そ

う

す

る

っ
て

話

じ

ゃ

な

か

っ
た

か

？

」 
疾

風

が

手

を

あ

げ

る

。 

疾

風
「

新

し

い
帯

な

ら

俺

の

を

使

っ
て

く

れ

よ

」 

昭

二
「

な

ん

だ

お

ま

え

」 

疾

風
「

俺

の

織

っ
た

帯

を

祭

り

で

使

っ
て

ほ

し

い
」 

昭

二
「

素

人

は

す

っ
こ

ん

で

ろ

！

」 

疾

風
「

俺

も

職

人

だ

よ

。
あ

ん

た

は

認

め

よ

う

と

し

ね

え

け

ど

な

。
あ

ん

た

に

は

ま

だ

か

な

わ

な

い
か

も

し

れ

な

い
け

ど

、
俺

」 

昭

二

が

疾

風

を

殴

る

。
疾

風

、
殴

ら

れ

た

と

こ

ろ

を

押

さ

え

て 

疾

風
「

痛

っ
て

～

」 

昭

二
「

ま

だ

か

な

わ

な

い
か

も

し

れ

な

い
け

ど

？

俺

と

並

ぼ

う

っ
て

根

性

が

気

に

く

わ

ね

え

な

あ

」 

疾

風
「

あ

の

な

あ

、
オ

ヤ

ジ

は

気

に

入

ら

な

い

み

た

い

だ

け

ど

、
俺

だ

っ
て

巷

じ

ゃ

評

価

さ

れ

て

ん

だ

わ

。

見

る

人

が

見

た

ら

俺

の

方

が

う

ま

い
っ
て

言

う

わ

」 

昭

二

、
疾

風

に

つ
か

み

か

か

る

。 

昭

二
「

巷

だ

と

。
ど

こ

の

巷

だ

。
お

ま

え

の

言

う

巷

は

こ

の

小

さ

い
島

の

こ

と

だ

ろ

う

が

」 

疾

風
「

そ

れ

は

オ

ヤ

ジ

も

一

緒

だ

ろ

！

？

」 

昭

二
「

誰

が

織

っ
て

い
い
と

言

っ
た

！

」 

疾

風
「

誰

も

言

っ
て

ね

え

よ

」 

昭

二
「

誰

の

許

し

を

得

て

織

っ
て

ん

だ

」 

疾

風
「

許

し

な

ん

か

も

ら

っ
て

ね

え

よ

。
そ

も

そ

も

許

し

な

ん

か

い
る

の

か

よ

！

」 

昭

二
「

当

た

り

前

だ

！

」 

昭

二

と

疾

風

、
ト

シ

を

見

る

。
ト

シ

、
首

を

振

る

。 

疾

風
「

ほ

ら

見

ろ

！

婆

様

、
首

振

っ
て

る

じ

ゃ

ね

え

か

」 

昭

二
「

婆

さ

ん

は

黙

っ
て

ろ

。
こ

れ

は

俺

と

こ

い
つ
と

の

間

の

話

だ

」 

疾

風
「

婆

様

が

絶

対

に

決

ま

っ
て

る

だ

ろ

。
こ

の

島

で
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一

番

偉

い
の

は

婆

様

じ

ゃ

ね

え

か

！

」 

ト

シ

、
美

弥

に

囁

く

。 

美

弥
「

婆

ち

ゃ

ん

が

向

こ

う

で

や

れ

っ
て

」 

武
「

う

る

せ

え

な

あ

、
も

う

。
今

日

は

花

嫁

の

話

じ

ゃ

な

い
の

か

よ

」 

真

島

が

音

を

立

て

て

襖

を

開

け

る

。 
疾

風
「

真

島

さ

ん

」 

真

島

、
顔

を

赤

く

し

背

丈

ほ

ど

も

あ

る

焼

き

物

の

タ

ヌ

キ

と

酒

を

持

っ
て

き

て

座

り

、
酒

を

あ

お

る

。 

疾

風
「

こ

の

タ

ヌ

キ

。
小

学

校

に

置

い

て

あ

っ
た

や

つ

だ

ろ

。
ど

う

す

ん

だ

よ

、
こ

ん

な

の

持

っ
て

き

て

」 

武
「

ひ

、
昼

間

か

ら

酒

飲

ん

で

い
い
ご

身

分

だ

な

」 

真

島

、
ろ

れ

つ
が

回

っ
て

な

い
。 

真

島
「

働

い
た

分

全

部

飲

ん

じ

ま

う

や

つ
に

言

わ

れ

て

も

聞

こ

え

な

い
」 

武
「

な

、
な

ん

だ

と

う

？

」 

美

弥
「

お

父

さ

ん

。
ほ

ん

と

の

こ

と

だ

か

ら

」 

武
「

お

、
お

う

」 

真

島
「

お

ま

え

ら

が

こ

ん

な

に

冷

た

い
人

間

だ

と

は

思

わ

な

か

っ
た

」 

昭

二
「

な

ん

だ

と

？

」 

真

島
「

お

ま

え

ら

、
サ

エ
ち

ゃ

ん

の

心

配

し

た

の

か

よ

」 

疾

風

と

昭

二

、
顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

昭

二
「

す

ま

ん

」 

真

島
「

し

て

な

い
の

か

よ

！

」 

疾

風
「

早

く

次

の

花

嫁

決

め

な

き

ゃ

な

ら

な

い

だ

ろ

、

祭

り

明

日

な

ん

だ

か

ら

」 

武

が

割

っ
て

入

る

。 

武
「

次

の

花

嫁

は

決

ま

っ
て

る

。
美

弥

だ

」 

疾

風
「

あ

ん

た

そ

う

言

う

け

ど

、
美

弥

は

い

い

の

か

。

ま

だ

そ

の

つ
も

り

な

か

っ
た

だ

ろ

？

な

？

美

弥

？

」 

美

弥

、
う

つ
む

い
て

い
る

。 

武
「

や

る

よ

な

？

美

弥

」 

真

島
「

お

ま

え

ら

、
ほ

ん

と

に

血

も

涙

も

な

い
な

」 

疾

風
「

真

島

さ

ん

、
気

持

ち

は

わ

か

る

け

ど

言

わ

な

い

で

よ

、
血

も

涙

も

な

い
と

か

。
皆

辛

い
ん

だ

よ

」 

昭

二

、
あ

く

び

を

す

る

。 

真

島
「

あ

れ

が

辛

い
態

度

か

よ

」 

疾

風
「

爺

、
眠

い
な

ら

家

で

寝

と

け

よ

！

」 
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昭

二
「

親

に

指

図

す

る

な

、
素

人

」 

真

島
「

お

ま

え

ら

サ

エ
ち

ゃ

ん

の

気

持

ち

も

考

え

ろ

よ

」 

看

護

師

が

ト

シ

の

両

耳

を

塞

い
で

い
る

。 

松

葉

杖

を

つ
い
た

サ

エ
が

襖

を

音

を

立

て

て

開

け

る

。
松

葉

杖

を

つ
い
て

入

っ
て

来

る

。 
サ

エ
「

も

う

い
い
よ

、
真

島

さ

ん

。
私

が

悪

い
ん

だ

か

ら

」 
美

弥
「

紗

栄

ち

ゃ

ん

！

」 

昭

二
「

サ

エ
、
大

丈

夫

な

の

か

」 

サ

エ
「

う

ん

。
飛

び

込

む

の

は

慣

れ

て

る

つ
も

り

だ

っ
た

ん

だ

け

ど

、
ち

ょ
っ
と

し

く

じ

っ
た

わ

」 

疾

風
「

す

げ

え

な

、
さ

す

が

サ

エ
。
普

通

死

ぬ

わ

」 

美

弥

、
サ

エ
に

し

が

み

つ
く

。 

サ

エ
「

い
た

た

た

た

」 

美

弥
「

あ

、
ご

め

ん

ね

」 

サ

エ
「

い

い

の

よ

。
美

弥

ち

ゃ

ん

。
ご

め

ん

ね

、
ち

ょ

っ

と

席

は

ず

し

て

も

ら

っ
て

い
い
か

な

」 

美

弥

と

武

、
部

屋

を

出

て

行

く

。 

サ

エ
、
ト

シ

の

前

に

座

り

、
自

分

の

変

色

し

た

腕

を

触

る

。 

サ

エ
「

ヒ

キ

に

や

ら

れ

た

も

の

は

花

嫁

に

な

れ

な

い

。

そ

う

だ

よ

ね

、
婆

様

」 

ト

シ

、
う

な

ず

く

。 

ト

シ
「

そ

う

じ

ゃ

。
龍

は

ヒ

キ

を

も

っ
と

も

嫌

う

」 

疾

風
「

そ

れ

じ

ゃ

あ

美

弥

が

や

る

し

か

な

い
の

か

？

」 

サ

エ
「

美

弥

ち

ゃ

ん

に

は

花

嫁

は

ま

だ

か

わ

い

そ

う

だ

と

思

う

。
ま

だ

高

校

生

な

の

に

」 

昭

二
「

じ

ゃ

あ

ど

う

す

る

」 

サ

エ
「

今

年

の

祭

り

は

延

期

に

す

る

と

か

」 

全

員

、
ト

シ

を

見

る

。 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 

美

弥

が

ト

シ

の

前

に

座

っ
て

い
る

。
美

弥

、
う

つ
む

く

。 

ト

シ
「

ど

う

じ

ゃ

、
美

弥

」 

美

弥
「

私

」 

サ

エ
「

美

弥

ち

ゃ

ん

、
よ

く

考

え

て

。
無

理

強

い

は

で

き

な

い

。
い

ろ

い

ろ

我

慢

し

な

き

ゃ

い

け

な

い

こ

と

も

多

い
し

」 

昭

二
「

サ

エ
、
さ

っ
き

祭

り

は

延

期

で

き

ね

え

っ
て

婆

さ

ん

に

言

わ

れ

た

だ

ろ

う

が

」 

サ

エ
「

で

も

」 
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昭

二
「

で

も

も

糞

も

無

い
」 

疾

風
「

汚

ね

え

な

あ

」 

昭

二
「

花

嫁

に

は

準

備

金

が

た

ん

ま

り

出

る

じ

ゃ

ね

え

か

、
サ

エ
も

も

ら

っ
た

だ

ろ

？

悪

い

こ

と

ば

っ
か

り

じ

ゃ

ね

え

よ

な

あ

、
武

」 

武

、
ギ

ク

リ

と

し

た

顔

。
美

弥

、
武

を

見

る

。

う

つ
む

く

武

。 

サ

エ
「

（
昭

二

に

怒

り

）
あ

ん

た

、
ち

ょ

っ
と

ど

こ

ま

で

デ

リ

カ

シ

ー

が

無

い
の

」 

疾

風
「

ほ

ん

と

だ

よ

。
そ

ん

な

言

い
方

し

た

ら

美

弥

が

金

で

、
そ

の

、…
…

か

わ

い
そ

う

だ

ろ

！

」 

昭

二
「

花

嫁

も

糞

も

出

す

と

き

は

出

さ

な

き

ゃ

い

け

ね

え

ん

だ

よ

。
わ

か

っ
た

か

」 

疾

風
「

花

嫁

と

糞

と

一

緒

に

す

ん

な

よ

」 

サ

エ
「

二

人

と

も

黙

っ
て

く

れ

る

？

」 

武
「

み

、
美

弥

」 

美

弥
「

私

」 

美

弥

、
顔

を

上

げ

る

。 

美

弥
「

私

、
や

り

ま

す

。
龍

の

花

嫁

」 

辛

そ

う

な

顔

の

サ

エ

。

ト

シ

、

う

な

ず

く

。

お

ど

お

ど

し

た

顔

の

武

。

 

 

〇

日

高

家

・
外

観

（
夜

） 

 

〇

同

・
機

織

り

部

屋

（
夜

） 

機

織

り

台

の

前

で

日

高

ま

つ
（
５

０

）
が

満

琉

の

肩

に

手

を

置

き

、
ニ
コ
ニ
コ
し

て

立

っ
て

い
る

。

太

田

が

し

げ

し

げ

と

織

り

か

け

の

織

物

を

見

る

。 

満

琉
「

（
ま

つ
に

）
ね

え

俺

の

お

客

だ

か

ら

ね

。
約

束

の

小

遣

い
く

れ

よ

」 

ま

つ
「

わ

か

っ
た

。
あ

と

で

ね

」 

満

琉
「

あ

と

で

っ
て

い
つ
」 

ま

つ
「

あ

と

で

は

あ

と

で

。
面

白

い
で

し

ょ
う

、
締

龍

」 

太

田
「

模

様

が

独

特

で

す

ね

」 

ま

つ
「

細

か

い

記

号

み

た

い

な

の

が

多

く

て

、
織

る

の

が

厄

介

な

の

」 

太

田
「

こ

の

記

号

に

は

意

味

が

？

」 

ま

つ
「

あ

る

ら

し

い
ん

だ

け

ど

ね

、
よ

く

わ

か

ん

な

い
の

、

私

。
父

ち

ゃ

ん

な

ら

知

っ
て

る

だ

ろ

う

け

ど

」 
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〇

道

（
夜

） 

昭

二

の

後

か

ら

疾

風

が

追

い
か

け

て

く

る

。 

昭

二
「

さ

あ

、
忙

し

い

な

あ

。
帰

っ
て

帯

を

仕

上

げ

る

か

」 
疾

風
「

間

に

合

う

の

か

よ

」 
昭

二
「

プ

ロ
の
『

も

う

少

し

』
は

ほ

と

ん

ど

完

成

し

て

ん

だ

よ

」 

疾

風
「

そ

う

な

の

か

」 

昭

二
「

婆

に

ち

ょ
っ
と

も

っ
た

い
ぶ

っ
て

言

っ
た

だ

け

だ

。

期

待

持

た

せ

て

悪

か

っ
た

な

」 

疾

風

、
む

か

つ
い
た

顔

で 

疾

風
「

う

る

せ

え

。
言

っ
て

ろ

」 

昭

二
「

お

ま

え

に

は

ま

だ

継

が

せ

ね

え

よ

」 

疾

風
「

ま

だ

？

い

つ
か

は

継

が

せ

る

つ

も

り

あ

ん

の

か

よ

」 

昭

二
「

百

年

早

い
ん

だ

よ

！

」 

昭

二

去

る

。
悔

し

そ

う

に

見

送

る

疾

風

。 

 

〇

日

高

家

・
機

織

り

小

屋

・
外

（
夜

） 

小

屋

の

前

に

立

つ
太

田

と

満

琉

。
中

か

ら

機

織

り

の

音

が

聞

こ

え

て

い
る

。 

満

琉

「

父

ち

ゃ

ん

の

機

嫌

が

良

け

り

ゃ

会

え

る

け

ど

な

あ

」

 

満

琉

、

耳

を

す

ま

し

て

い

る

。

 

太

田

「

音

で

わ

か

る

の

？

」

 

満

琉

、

首

を

振

る

。

 

満

琉

「

今

日

は

ダ

メ

だ

な

」

 

満

琉

、
向

こ

う

へ
行

っ
て

し

ま

う

。 

太

田

、
耳

を

す

ま

す

が

首

を

振

り

な

が

ら

満

琉

の

後

を

追

う

。 

 

〇

日

高

家

・
機

織

り

小

屋

・
内

（
夜

） 

昭

二

が

鼻

歌

を

歌

い

な

が

ら

機

嫌

よ

く

機

を

織

っ

て

い

る

。

突

然

胸

を

押

さ

え

て

呻

く

。

崩

れ

落

ち

る

。

 

 

〇

日

高

家

・
太

田

の

部

屋

（
夜

） 

太

田

が

窓

の

桟

に

腰

か

け

外

を

見

て

い
る

。

畳

の

上

に

美

弥

を

描

い
た

絵

が

数

枚

散

ら

ば
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っ
て

い
る

。 

満

琉

が

そ

っ
と

入

っ
て

く

る

。
畳

の

絵

を

見

て 

満

琉
「

こ

れ

、
美

弥

？

」 

太

田
「

（
驚

い

て

）
び

っ
く

り

し

た

。
ノ

ッ
ク

く

ら

い

し

て

よ

。
そ

う

だ

よ

」 
満

琉
「

絵

う

ま

い
ね

」 
太

田
「

似

て

る

？

」 

満

琉

、
顔

を

上

げ

 

満

琉
「

美

弥

は

も

っ
と

悲

し

そ

う

な

顔

し

て

る

な

。
ね

え

、
お

じ

さ

ん

、
織

物

す

る

の

？

」 

太

田
「

う

ん

。
で

も

、
も

う

や

め

る

ん

だ

け

ど

ね

」 

満

琉
「

や

め

る

の

？

や

め

る

の

に

締

龍

見

に

来

た

の

？

」 

太

田

、
窓

か

ら

月

を

見

る

。 

太

田
「

理

由

が

欲

し

い

ん

だ

よ

ね

、
や

め

る

理

由

が

。

自

分

が

か

な

わ

な

い
な

っ
て

も

の

を

見

た

ら

、
あ

き

ら

め

が

つ
く

か

な

っ
て

、
」 

振

り

向

く

と

満

琉

は

い
な

い
。 

太

田

、
な

ん

だ

よ

と

い
う

顔

を

す

る

。 

 

〇

美

弥

の

家

・
外

観

（
夜

） 

小

さ

な

家

 

 

〇

同

・
リ

ビ

ン
グ

（
夜

） 

武

が

酔

い
つ
ぶ

れ

て

寝

て

い
る

。
酒

瓶

が

い
く

つ
も

転

が

っ
て

い
る

。
テ

ー

ブ

ル
の

上

に

開

か

れ

た

祝

儀

袋

の

中

と

大

金

が

置

い
て

あ

る

。 

 

〇

同

・
美

弥

の

部

屋

（
夜

） 

勉

強

机

の

横

に

布

団

が

敷

い
て

あ

る

。
ラ

ン
ド

セ

ル
が

置

い
て

あ

る

。
薄

暗

い
部

屋

に

窓

か

ら

明

か

り

が

さ

し

込

ん

で

い
る

。
膝

を

抱

え

て

座

っ
て

い
る

美

弥

。 

満

琉

の

声
「

美

弥

。
美

弥

」 

美

弥

、
窓

を

開

け

る

。
紙

飛

行

機

が

窓

か

ら

入

っ
て

く

る

。
美

弥

、
紙

飛

行

機

を

拾

い
、
開

い
て

み

る

。
笑

顔

で

踊

っ
て

い
る

美

弥

の

絵

。

美

弥

、
絵

を

見

て

、
窓

の

外

を

の

ぞ

く

。 

 

〇

道

（
夜

） 

満

琉

が

美

弥

の

部

屋

を

見

上

げ

て

い
る

。
美
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弥

が

窓

か

ら

顔

を

の

ぞ

か

せ

手

を

振

り

、
窓

を

閉

め

る

。
満

琉

、
窓

を

見

い
見

い
帰

っ
て

い

く

。 

 

〇

機

織

り

小

屋

（
夜

） 

疾

風

が

戸

を

開

け

る

。 
疾

風
「

オ

ヤ

ジ

、
起

き

て

ん

の

か

？

寝

る

な

ら

家

で

寝

ろ

よ

」 機

織

り

機

の

横

に

倒

れ

て

い
る

昭

二

。
疾

風

駆

け

寄

る

。 

疾

風
「

オ

ヤ

ジ

！

」 

 

〇

道

（
朝

） 

店

の

前

の

ベ
ン
チ

で

髪

の

毛

を

な

お

す

真

由

美

と

友

梨

佳

。 

真

由

美
「

聞

い

た

？

美

弥

ち

ゃ

ん

花

嫁

や

る

っ
て

。
か

わ

い
そ

う

」 

友

梨

佳
「

お

母

さ

ん

が

言

っ
て

た

ん

だ

け

ど

、
た

く

さ

ん

お

金

も

ら

え

る

ん

だ

っ
て

、
花

嫁

に

な

る

と

」 

店

の

裏

か

ら

ビ

ー

ル
缶

片

手

に

武

が

出

て

き

て

、
足

を

止

め

る

。 

友

梨

佳
「

美

弥

ち

ゃ

ん

ち

、
父

親

が

さ

」 

真

由

美
「

そ

っ
か

。
だ

か

ら

か

。
お

金

の

た

め

か

」 

友

梨

佳
「

父

親

は

選

べ
な

い
も

ん

ね

」 

武

、
真

由

美

た

ち

に

近

づ

く

。 

友

梨

佳

「
（

武

に

気

づ

き

、

真

由

美

に

）

ち

ょ

っ

と

」

 

真

由

美

「

え

っ

」

 

武
「

お

ま

え

ら

今

な

ん

の

話

し

て

た

」 

友

梨

佳
「

な

ん

で

も

あ

り

ま

せ

ん

」 

武
「

嘘

つ
け

。
俺

の

悪

口

言

っ
て

た

だ

ろ

」 

真

由

美
「

言

っ
て

ま

せ

ん

」 

友

梨

佳

と

真

由

美

、
走

っ
て

逃

げ

る

。
武

、
追

い
か

け

る

。
友

梨

佳

た

ち

悲

鳴

を

上

げ

て

逃

げ

て

い
く

。
武

、
あ

き

ら

め

て

ビ

ー

ル
缶

を

地

面

に

た

た

き

つ
け

る

。 

 

〇

舞

台

 

踊

り

を

練

習

す

る

美

弥

。
舞

台

下

で

松

葉

杖

の

サ

エ
が

見

て

い
る

。
武

が

現

れ

、
美

弥

に

近

づ

く

と

、
美

弥

の

腕

を

引

っ
張

り

連

れ

て

行

こ
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う

と

す

る

。
抵

抗

す

る

美

弥

。 

サ

エ
「

武

さ

ん

。
ど

う

し

た

の

」 

武

、
美

弥

を

引

き

倒

し

、
足

蹴

に

す

る

。 

サ

エ
「

や

め

て

！

な

に

す

ん

の

」 

武
「

お

、
俺

じ

ゃ

ね

え

」 
サ

エ
「

え

？

」 
武
「

お

、
俺

が

龍

の

花

嫁

に

し

た

い

っ
て

頼

ん

だ

ん

じ

ゃ

ね

え

！

さ

、
サ

エ
が

怪

我

し

た

か

ら

。
そ

、
そ

れ

を

金

が

欲

し

い
か

ら

っ
て

島

の

や

つ
ら

が

」 

サ

エ
「

ご

め

ん

な

さ

い
」 

美

弥
「

も

う

決

ま

っ
た

こ

と

だ

か

ら

、
お

父

さ

ん

は

黙

っ
て

て

」 

武
「

み

、
美

弥

」 

美

弥
「

美

弥

が

や

る

と

言

っ
た

ん

だ

か

ら

」 

武
「

だ

、
だ

め

だ

」 

武

、
美

弥

に

つ
か

み

か

か

る

の

を

サ

エ
が

止

め

よ

う

と

す

る

。
武

、
サ

エ
を

引

き

倒

す

。
真

島

が

や

っ
て

き

て

、
武

を

投

げ

飛

ば

す

。 

真

島
「

武

さ

ん

。
サ

エ
ち

ゃ

ん

に

な

に

す

ん

だ

よ

！

怪

我

人

だ

ぞ

」 

武

、
怒

鳴

る

。 

武
「

み

、
認

め

ね

え

。
お

、
俺

が

頼

ん

だ

ん

じ

ゃ

ね

え

。

違

う

！

」 

武

、
肩

を

怒

ら

せ

て

去

る

。
サ

エ
、
涙

を

こ

ぼ

す

。 

美

弥
「

サ

エ
ね

え

ち

ゃ

ん

、
ご

め

ん

ね

」 

サ

エ
「

違

う

の

。
私

の

せ

い

。
美

弥

ち

ゃ

ん

に

迷

惑

か

け

て

。
ほ

ん

と

申

し

訳

な

い
。
情

け

な

い
」 

真

島

、
サ

エ
を

じ

っ
と

見

る

。
美

弥

、
う

つ
む

く

。
近

く

に

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
が

出

て

く

る

。 

 

〇

祭

り

会

場

 

祭

り

太

鼓

が

響

く

。

山

車

や

神

輿

に

織

物

が

飾

ら

れ

て

い

る

。

屋

台

に

は

龍

の

面

が

並

ん

で

い

る

。

 

 

〇

祭

り

会

場

 

疾

風

と

太

田

、

連

れ

立

っ

て

歩

い

て

る

。

通

り

す

が

る

人

が

疾

風

の

体

の

ペ

イ

ン

ト

を

見

て

、

く

す

く

す

笑

う

。
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疾

風

「

美

弥

が

悲

し

そ

う

っ

て

。

満

琉

が

？

」

 

太

田

「

そ

う

言

っ

て

ま

し

た

。

あ

れ

で

す

か

？

龍

の

花

嫁

っ

て

け

っ

こ

う

大

変

と

か

？

巫

女

さ

ん

み

た

い

な

？

」

 疾

風

、

笑

っ

て

 
疾

風

「

巫

女

さ

ん

っ

て

い

う

か

嫁

で

す

よ

。

文

字

通

り

、

龍

の

嫁

。

鬼

嫁

」

 

太

田

「

鬼

嫁

？

」

 

疾

風

「
（

ム

チ

を

振

る

ま

ね

を

し

て

）

こ

う

や

っ

て

龍

に

言

う

こ

と

を

聞

か

せ

て

尻

に

敷

い

ち

ゃ

う

。

サ

エ

が

ピ

ッ

タ

リ

だ

っ

た

ん

だ

け

ど

な

あ

。

残

念

だ

な

あ

」

 

疾

風

が

屋

台

の

店

主

に

声

を

か

け

る

。

 

疾

風

「

元

気

？

や

っ

て

る

？

」

 

屋

台

の

店

主

「

や

っ

て

る

よ

。

お

ま

え

こ

そ

ブ

ラ

ブ

ラ

し

て

な

い

で

働

け

よ

！

」

 

疾

風

「

う

っ

せ

い

わ

」

 

 

〇

祭

り

会

場

・

全

景

（

夜

）

 

祭

り

会

場

と

山

の

上

の

舞

台

に

灯

り

が

灯

っ

て

い

る

。

太

鼓

の

音

が

鳴

り

響

く

。

 

 

〇

舞

台

袖

（

夜

）

 

龍

の

花

嫁

の

衣

装

を

つ

け

、

正

座

し

目

を

閉

じ

る

美

弥

。

 

 

〇

浜

辺

（

夜

）

 

疾

風

が

電

話

し

て

い

る

。

太

田

、

ス

ケ

ッ

チ

し

て

い

る

。

 

疾

風

「

う

ん

、

祭

り

は

古

い

帯

で

や

る

こ

と

に

な

っ

た

か

ら

。

え

？

誰

？

オ

ヤ

ジ

？

機

嫌

悪

い

？

知

る

か

よ

。

爺

の

く

せ

に

無

理

し

す

ぎ

な

ん

だ

よ

」

 

疾

風

、

機

嫌

よ

く

電

話

を

切

る

。

 

太

田

「

お

父

さ

ん

大

丈

夫

で

す

か

？

」

 

疾

風

「
（

う

れ

し

そ

う

に

）

大

丈

夫

大

丈

夫

。

あ

い

つ

性

根

が

腐

っ

て

っ

か

ら

天

罰

が

下

り

や

が

っ

た

。

ざ

ま

あ

み

ろ

」

 

太

田

「

ざ

ま

あ

み

ろ

っ

て

」

 

太

田

の

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

を

取

り

上

げ

て

見

る

。

 

疾

風

「

あ

ん

た

、

画

家

？

」

 

太

田

、

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

を

取

り

返

し

て
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太

田

「

テ

キ

ス

タ

イ

ル

デ

ザ

イ

ン

で

す

。

織

物

を

使

っ

た

デ

ザ

イ

ン

や

っ

て

ま

す

」

 

疾

風

、

じ

ろ

っ

と

太

田

を

見

て

 

疾

風

「

織

物

や

っ

て

ん

の

」

 

太

田

、

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

を

め

く

っ

て

疾

風

に

見

せ

る

。

 
太

田

「

締

龍

っ

て

あ

ん

ま

り

知

ら

れ

て

な

い

で

す

よ

ね

。

こ

の

デ

ザ

イ

ン

な

ん

か

す

ご

く

面

白

い

」

 

疾

風

「

オ

ヤ

ジ

の

デ

ザ

イ

ン

だ

な

」

 

太

田

「

へ

え

、

い

い

な

。

も

っ

と

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

宣

伝

し

た

ら

絶

対

売

れ

ま

す

よ

」

 

疾

風

、

ス

ケ

ッ

チ

ブ

ッ

ク

を

押

し

返

す

。

 

疾

風

「

締

龍

は

島

か

ら

持

ち

出

し

禁

止

な

ん

だ

」

 

太

田

「

そ

う

な

ん

だ

。

も

っ

た

い

な

い

な

あ

」

 

疾

風

、

視

線

を

そ

ら

す

。
 

疾

風

「

こ

の

く

ら

い

の

で

も

っ

た

い

な

い

と

か

、

ま

だ

ま

だ

」

 

太

田

「

…
…

あ

、

も

っ

と

す

ご

い

の

が

あ

る

？

」

 

疾

風

「

あ

る

よ

。

龍

の

花

嫁

が

締

め

る

帯

だ

」
 

太

田

「

龍

の

花

嫁

が

締

め

る

帯

」

 

疾

風

「

そ

れ

が

ホ

ン

ト

の

締

龍

」

 

ニ

ヤ

ッ

と

す

る

疾

風

。

 

満

琉

が

太

田

と

疾

風

の

と

こ

ろ

に

や

っ

て

く

る

。

上

の

方

を

指

さ

す

。

 

満

琉
「

始

ま

る

ぞ

」 

太

田

、

疾

風

、

満

琉

、

上

の

方

を

見

る

。

 

 

〇

舞

台

（

夜

）

 

舞

台

の

周

り

に

篝

火

が

た

か

れ

て

い

る

。

舞

台

の

上

に

進

み

出

て

、

中

央

で

伏

す

美

弥

。

目

の

前

に

黒

塗

り

の

表

面

に

金

文

字

が

書

か

れ

た

木

箱

が

置

か

れ

る

。

 

木

箱

は

組

紐

で

厳

重

に

巻

か

れ

て

い

る

。

 

太

鼓

の

音

。

笛

の

音

。

 

美

弥

の

体

が

小

刻

み

に

震

え

て

い

る

。

 

 

〇

山

・
全

景

（
夜

） 

山

の

上

の

方

で

火

が

ち

ら

ち

ら

と

動

い
て

い
る

。 

 

〇

祭

り

会

場

（

夜

）
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疾

風

と

太

田

、

満

琉

、

上

を

見

て

い

る

。

疾

風

、

太

田

を

つ

つ

く

。

 

疾

風
「

行

く

か

」 

太

田
「

え

？

行

く

っ
て

ど

こ

へ
？

」 

疾

風

、
早

足

で

歩

き

出

す

。
太

田

、
つ
い
て

い

く

。
満

琉

も

あ

わ

て

て

つ
い
て

い
く

。 

 

〇

同

・

山

道

（

夜

）

 
疾

風

、

太

田

と

満

琉

が

急

ぎ

登

っ

て

い

る

。

 

満

琉

が

疾

風

を

止

め

よ

う

と

す

る

。

 

満

琉
「

だ

め

だ

よ

。

帰

ろ

う

よ

。

バ

チ

が

当

た

る

よ

」 

疾

風

「

い

い

ん

だ

よ

。

の

ぞ

く

だ

け

だ

か

ら

」

 

太

田

「

そ

の

捕

ま

っ

た

り

と

か

、

大

丈

夫

？

」

 

疾

風

、

満

琉

を

振

り

ほ

ど

く

。

太

田

、

満

琉

を

気

に

し

な

が

ら

疾

風

に

つ

い

て

い

く

。

 

 

〇

草

む

ら

（

夜

）

 

太

田

、

疾

風

、

満

琉

が

草

む

ら

か

ら

顔

を

の

ぞ

か

せ

る

。

 

満

琉

「

美

弥

だ

」

 

 

〇

別

の

草

む

ら

（

夜

）

 

武

が

隠

れ

て

見

て

い

る

が

飛

び

出

し

て

い

く

。
 

 

〇

舞

台

・

前

（

夜

）

 

舞

台

に

向

か

っ

て

い

く

武

を

真

島

が

飛

び

だ

し

て

倒

す

。

サ

エ

、

真

島

の

と

こ

ろ

へ

行

き

、

 

サ

エ

「

あ

り

が

と

う

」

 

真

島

「
（

武

を

押

さ

え

て

い

る

）

い

や

」

 

サ

エ

「

ね

え

、

こ

の

間

の

言

葉

っ

て

覚

え

て

た

り

」

 

真

島

「

ん

？

」

 

サ

エ

「

な

ん

で

も

な

い

」

 

サ

エ

、

元

い

た

場

所

に

戻

る

。

 

 

〇

舞

台

（

夜

）

 

太

鼓

と

笛

の

音

が

更

に

強

ま

る

と

、

ふ

い

に

木

箱

が

ガ

タ

ガ

タ

と

揺

れ

出

し

、

組

紐

の

結

び

目

が

ほ

ど

け

、

蓋

が

跳

ね

上

が

る

。

 

中

か

ら

複

雑

な

文

様

が

描

か

れ

た

帯

が

飛

び

だ

し

、

宙

を

舞

い

出

す

。
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〇

草

む

ら

（

夜

）

 

太

田

、

疾

風

、

満

琉

が

の

ぞ

い

て

い

る

。

 

太

田
「

な

ん

だ

あ

り

ゃ

」 

目

を

丸

く

す

る

太

田

。

生

唾

を

飲

み

込

む

満

琉

。

 
太

田
「

帯

が

飛

ん

で

る

。
誰

か

操

っ
て

る

の

？

」 
疾

風

「

も

っ

と

近

く

へ

行

こ

う

」

 

疾

風

と

太

田

、

草

む

ら

を

出

て

行

く

。

満

琉

も

あ

わ

て

て

つ

い

て

い

く

。

 

 

〇

舞

台

（

夜

）

 

コ

ブ

ラ

が

鎌

首

を

か

か

げ

る

よ

う

に

帯

が

美

弥

の

前

に

立

ち

は

だ

か

っ

て

い

る

。

 

疾

風

と

太

田

、

満

琉

が

サ

エ

た

ち

の

後

ろ

か

ら

舞

台

を

う

か

が

っ

て

い

る

。

 

サ

エ

、

疾

風

た

ち

に

気

づ

き

目

を

剥

く

。

 

サ

エ

「

ち

ょ

っ

と

あ

ん

た

た

ち

」

 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

の

群

れ

が

舞

台

下

に

潜

ん

で

い

る

。

 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

帯

が

蛇

の

よ

う

に

美

弥

の

体

に

巻

き

付

い

て

い

く

。

美

弥

は

じ

っ

と

し

て

い

る

。

 

次

の

瞬

間

、

帯

は

美

弥

を

絞

め

つ

け

る

。

美

弥

は

逃

げ

る

が

、

彼

女

の

体

に

帯

が

巻

き

付

き

、

引

き

ず

っ

て

い

か

れ

る

。

腰

や

首

に

帯

が

巻

き

付

き

、

帯

を

解

き

ほ

ぐ

そ

う

と

暴

れ

る

美

弥

。

帯

の

文

様

が

一

際

輝

く

。

疾

風

と

太

田

、

満

琉

。

心

配

そ

う

。

力

尽

き

て

く

る

美

弥

。

叫

ぶ

。

 

美

弥

「

助

け

て

」

 

真

島

に

抑

え

ら

れ

た

武

が

叫

ぶ

。

 

武

「

み

、

美

弥

！

」

 

倒

れ

る

美

弥

。

 

飛

び

だ

そ

う

と

す

る

満

琉

を

サ

エ

が

止

め

る

。

 

サ

エ
「

だ

め

」 

満

琉

「

だ

っ

て

！

」

 

サ

エ

「

し

っ

。

見

て

」

 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 

倒

れ

て

い

る

美

弥

の

目

に

光

が

灯

る

。

 

起

き

上

が

る

と

龍

の

よ

う

に

吠

え

る

。
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帯

、

ひ

る

む

。

美

弥

、

帯

を

手

な

ず

け

る

。

戯

れ

る

。

帯

も

美

弥

に

懐

き

、

ま

る

で

恋

人

の

よ

う

。

美

弥

、

別

人

の

よ

う

に

凛

々

し

い

。

サ

エ

、

ホ

ッ

と

す

る

が

、

う

ら

や

ま

し

そ

う

な

顔

に

な

る

。

 
サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

、

綺

麗

」

 

美

弥

、

帯

に

箱

に

戻

る

よ

う

に

指

さ

す

。

 

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

美

弥

と

帯

に

向

か

っ

て

飛

び

か

か

る

。

 

サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

！

」

 

満

琉

「

美

弥

！

」
 

武

「

美

弥

！

」

 

ヒ

キ

ガ

エ

ル

に

と

り

つ

か

れ

た

美

弥

、

必

死

で

振

り

払

う

。

帯

、

狂

っ

た

よ

う

に

美

弥

に

つ

い

た

ヒ

キ

ガ

エ

ル

を

払

い

落

す

。

疾

風

と

太

田

、
、

舞

台

に

上

が

る

が

、

帯

に

叩

か

れ

倒

れ

る

。

 

ヒ

キ

ガ

エ

ル

を

つ

け

た

ま

ま

、

帯

が

暴

れ

回

る

。

暴

れ

回

る

帯

に

火

が

燃

え

移

る

。

燃

え

上

が

る

舞

台

。

 

炎

の

奥

に

美

弥

。

笑

っ

て

い

る

が

、

ふ

と

魂

が

抜

け

た

よ

う

に

崩

れ

落

ち

る

。

 

武

「

美

弥

！

」

 

美

弥

、

横

た

わ

っ

て

い

る

。

火

が

付

い

た

帯

が

守

る

よ

う

に

美

弥

の

周

り

を

回

る

。

武

は

心

配

そ

う

に

見

て

い

る

。

 

武

「

美

弥

、

大

丈

夫

か

？

」

 

疾

風

「

武

さ

ん

、

見

て

な

い

で

助

け

ろ

。

自

分

の

娘

だ

ろ

」

 

武

、

お

ろ

お

ろ

し

て

い

る

。

疾

風

と

太

田

、

美

弥

を

抱

き

か

か

え

逃

げ

る

。

焼

け

落

ち

る

舞

台

。

 

サ

エ

「

帯

は

？

帯

は

！

？

」

 

舞

台

の

上

で

立

ち

上

が

っ

た

ま

ま

燃

え

て

い

る

帯

。

 

サ

エ

、

舞

台

に

上

が

ろ

う

と

す

る

の

を

真

島

が

止

め

る

。

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

、

や

め

ろ

！

焼

け

死

ぬ

ぞ

」

 

サ

エ

「

私

は

い

い

か

ら

。

帯

の

火

を

消

し

て

！

龍

が

逃

げ

る

。

龍

が

行

っ

て

し

ま

う

」

 

真

島

、

サ

エ

を

抱

き

か

か

え

て

逃

げ

る

。

 

帯

、

炎

の

中

で

燃

え

尽

き

る

。

そ

の

瞬

間

、
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黒

い

も

の

が

帯

か

ら

飛

び

出

て

山

の

向

こ

う

へ

消

え

る

。

 

 

〇

舞

台

（

朝

）

 

焼

け

落

ち

た

舞

台

の

跡

。

 
疾

風

の

声

「

昔

。

こ

の

島

の

海

に

一

匹

の

龍

が

住

み

着

い

て

た

。

あ

る

日

龍

が

海

を

渡

る

船

に

目

を

止

め

る

と

、

船

に

は

一

人

の

綺

麗

な

女

が

乗

っ

て

い

た

。

龍

は

そ

の

女

に

惚

れ

ち

ま

っ

て

、

女

を

寄

越

せ

と

嵐

を

起

こ

し

た

」
 

 

〇

イ

メ

ー

ジ

・

海

の

底
 

沈

ん

で

く

る

女

。

雄

の

龍

が

そ

の

周

り

を

ぐ

る

ぐ

る

回

り

、

女

を

背

に

乗

せ

る

。

驚

く

女

。

水

面

か

ら

人

の

手

が

出

て

き

て

、

女

を

引

き

上

げ

る

。

龍

は

暴

れ

出

す

。

 

疾

風

の

声

「

海

は

大

し

け

、

島

も

波

に

飲

み

込

ま

れ

そ

う

に

な

っ

た

」

 

荒

れ

狂

う

龍

。

大

荒

れ

の

海

。

恐

れ

る

島

民

た

ち

。

 

疾

風

の

声

「

自

分

の

せ

い

だ

と

悟

っ

た

女

は

嫁

入

り

支

度

を

し

て

船

の

上

か

ら

海

に

身

を

投

げ

た

。

そ

の

途

端

、

海

は

凪

ぎ

、

風

も

穏

や

か

に

な

っ

た

。

島

は

助

か

っ

た

。

島

の

人

間

が

船

か

ら

海

を

の

ぞ

く

と

、

龍

が

女

の

言

う

こ

と

を

お

と

な

し

く

聞

い

て

い

た

」

 

嵐

の

去

っ

た

浜

。

 

疾

風

の

声

「

こ

れ

が

島

に

伝

わ

る

龍

の

花

嫁

の

伝

説

」

 

 

〇

島

・

外

観

 

雲

が

立

ち

込

め

て

く

る

。

 

 

〇

機

織

り

小

屋

・

内

 

雨

の

音

。

 

出

来

上

が

っ

た

黒

い

帯

を

そ

っ

と

撫

で

る

昭

二

。

 

昭

二

「

綺

麗

な

子

だ

。

お

め

え

に

勝

て

る

奴

は

い

ね

え

」

  

〇

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

内

 

雨

音

の

中

、

疾

風

が

鮮

や

か

な

帯

を

眺

め

て
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い

る

。

 

 

〇

島

・

外

観

 

海

が

し

け

て

い

る

。

 

 
〇

同

・

町

 

激

し

い

風

雨

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

 

 

〇

日

高

家

・

外

観

 

激

し

い

風

雨

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

 

 

〇

旅

館

・

外

観

 

激

し

い

風

雨

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

 

 

〇

旅

館

・

ロ

ビ

ー

 

テ

レ

ビ

の

前

に

観

光

客

が

集

ま

っ

て

い

る

。

天

気

の

ニ

ュ

ー

ス

が

流

れ

て

い

る

。

 

天

気

予

報

士

「

お

か

げ

島

近

海

で

突

発

的

な

荒

天

が

起

こ

っ

て

い

ま

す

。

海

が

非

常

に

荒

れ

て

お

り

、

船

が

近

づ

け

ま

せ

ん

」

 

フ

ロ

ン

ト

に

観

光

客

Ａ

Ｂ

が

詰

め

寄

っ

て

い

る

。

 

観

光

客

Ａ

「

な

ん

と

か

し

て

く

れ

よ

。

も

う

一

週

間

も

こ

の

島

に

缶

詰

な

ん

だ

よ

」

 

フ

ロ

ン

ト

「

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

こ

の

天

気

で

す

か

ら

ね

え

」

 

観

光

客

Ｂ

「

ヘ

リ

と

か

飛

ば

し

て

よ

」

 

フ

ロ

ン

ト

「

ヘ

リ

で

す

か

あ

。

こ

の

天

気

で

は

ね

え

」

 

観

光

客

Ａ

「

何

笑

っ

て

ん

だ

よ

」

 

カ

ッ
パ
を

着

て

雨

に

濡

れ

た

疾

風

が

観

光

客

Ａ

に

話

し

か

け

る

。 

疾

風

「

俺

、

船

出

せ

る

よ

。

出

そ

う

か

？

」

 

観

光

客

Ａ

「

ほ

ん

と

か

？

」

 

疾

風

「

そ

の

代

わ

り

、

す

ご

い

揺

れ

る

よ

、

こ

の

天

気

だ

し

。

海

に

放

り

出

さ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

し

、

船

も

沈

む

か

も

。

そ

れ

で

も

よ

か

っ

た

ら

ど

う

？

」

 

疾

風

、

ニ

ヤ

リ

と

す

る

。

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

大

広

間
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布

団

に

横

た

わ

る

ト

シ

の

前

に

疾

風

と

昭

二

、

神

主

が

座

っ

て

い

る

。

嵐

の

音

。

疾

風

の

前

に

は

鮮

や

か

な

帯

、

昭

二

の

前

に

は

黒

い

帯

が

置

か

れ

て

い

る

。

そ

れ

ぞ

れ

龍

の

文

様

が

入

っ

て

い

る

。

 
神

主
「

龍

は

こ

の

島

の

守

り

神

。
龍

が

逃

げ

る

と

こ

の

島

に

禍

が

起

こ

る

と

言

い

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

空

に

放

た

れ

た

龍

を

早

急

に

新

し

い

帯

に

迎

え

ね

ば

な

ら

ん

」

 

神

主

、

ト

シ

を

見

る

。

 

神

主

「

婆

様

、

ど

ち

ら

の

帯

を

」

 

疾

風

、

唾

を

飲

み

込

む

。

 

ト

シ

、

震

え

る

指

で

指

し

示

す

。

 

 

〇

美

弥

の

家

・

内

 

美

弥

と

武

、

食

卓

で

向

か

い

合

っ

て

座

っ

て

い

る

。

武

、

う

な

だ

れ

て

い

る

。

 

美

弥

、

席

を

立

つ

と

ド

ア

を

開

け

て

大

雨

の

中

、

出

て

行

く

。

武

、

顔

を

上

げ

て
 

武

「

美

弥

」

 

う

な

だ

れ

る

武

。

机

の

上

で

手

つ

か

ず

の

祝

儀

袋

。

 

 

〇

祠

・

外

観

 

し

め

縄

が

張

っ

て

あ

る

洞

窟

。

雨

風

激

し

い

。

 

 

〇

祠

・

内

 

紋

付

袴

を

つ

け

た

昭

二

と

神

主

が

奥

へ

進

ん

で

い

く

。

昭

二

は

帯

を

入

れ

た

箱

を

捧

げ

持

っ

て

い

る

。

美

弥

が

後

か

ら

つ

い

て

い

く

。

 

 

〇

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

外

観

 

激

し

い

雨

風

。

 

 

〇

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

中

 

机

の

上

に

鮮

や

か

な

帯

が

置

か

れ

て

い

る

。

う

な

だ

れ

て

い

る

疾

風

。

戸

が

開

き

、

太

田

が

入

っ

て

く

る

。

黙

っ

て

椅

子

に

座

る

太

田

。

 

疾

風

「

ど

こ

か

行

き

て

え

な

あ

。

こ

の

嵐

が

お

さ

ま

っ

て

か

ら

。

狭

い

島

は

飽

き

飽

き

だ

」
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太

田

、

疾

風

を

見

る

。

 

疾

風

「

東

京

に

行

こ

う

か

な

？

」

 

太

田

「

そ

ん

な

い

い

と

こ

ろ

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

、

東

京

も

」

 

疾

風

「

で

も

こ

の

島

よ

り

広

い

だ

ろ

」

 
太

田

「

人

は

多

い

で

す

ね

」

 
疾

風

「

じ

ゃ

あ

、

そ

の

中

に

俺

を

認

め

て

く

れ

る

人

も

い

る

か

も

し

れ

な

い

」

 

太

田

「

俺

は

東

京

で

認

め

ら

れ

な

く

て

、

こ

の

島

に

来

た

ん

で

す

け

ど

ね

」

 

疾

風

「

マ

ジ

か

」
 

太

田

、

苦

笑

し

て

い

る

。

 

疾

風

「

と

り

あ

え

ず

コ

ー

ヒ

ー

で

も

飲

も

う

か

」

 

太

田

「

酒

に

し

ま

せ

ん

？

」
 

 

〇

祠

・

泉

 

祠

の

奥

に

し

め

縄

の

張

っ

た

泉

。

そ

の

前

に

帯

が

置

か

れ

て

い

る

。

 

神

主

が

汗

だ

く

で

祝

詞

を

あ

げ

て

い

る

。

昭

二

と

美

弥

は

汗

だ

く

で

頭

を

下

げ

て

い

る

。

 

 

〇

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

内

 

真

島

が

戸

を

開

け

る

。

振

り

向

く

疾

風

と

太

田

の

手

に

は

コ

ー

ヒ

ー

。

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

広

間

 

ト

シ

が

布

団

に

横

た

わ

っ

て

い

る

。

そ

の

前

に

く

た

び

れ

た

様

子

の

神

主

と

昭

二

、

美

弥

が

座

っ

て

い

る

。

疾

風

、

真

島

。

サ

エ

が

入

っ

て

く

る

。

 

神

主

「

降

り

て

こ

ん

。

何

か

が

違

う

ん

じ

ゃ

」

 

昭

二

「

何

が

違

う

ん

だ

」

 

神

主

、

黙

っ

て

い

る

。

 

昭

二

「
（

疾

風

に

）

何

が

違

う

と

思

う

」

 

疾

風

「

知

ら

ね

え

よ

」

 

昭

二

「

そ

ん

な

こ

と

も

わ

か

ら

ん

の

か

。

素

人

だ

な

」

 

サ

エ

「

帯

か

な

？

」

 

昭

二

、

サ

エ

を

に

ら

む

。

 

昭

二

「

俺

の

織

っ

た

帯

が

い

け

ね

え

っ

て

こ

と

か

？

」

 

サ

エ

「

え

、

消

去

法

で

考

え

た

ら

そ

う

か

な

っ

て

」
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昭

二

「

自

分

は

勝

手

に

花

嫁

降

り

て

お

い

て

、

俺

の

作

っ

た

帯

は

批

判

す

ん

の

か

よ

お

」

 

疾

風

「

サ

エ

に

絡

む

な

よ

。

じ

ゃ

あ

な

ん

だ

よ

、

答

え

は

！

」

 

昭

二

「

帯

だ

よ

！

」

 
疾

風

「

帯

じ

ゃ

ね

え

か

よ

」

 
昭

二

「

俺

の

織

っ

た

帯

の

何

が

い

け

ね

え

ん

だ

よ

」

 

疾

風

「

知

ら

ね

え

よ

！

」

 

ト

シ

「

な

ん

も

悪

く

ね

え

。

相

性

の

問

題

だ

」

 

全

員

、

ト

シ

を

見

る

。

ト

シ

、

両

手

の

人

差

し

指

を

ち

ょ

ん

ち

ょ

ん

し

て

い

る

。

 

ト

シ

「

オ

ト

コ

と

オ

ン

ナ

も

相

性

っ

て

あ

る

だ

ろ

。

そ

う

い

う

こ

と

だ

」
 

昭

二

「

相

性

。
（

う

な

る

）
（

疾

風

に

）

帯

持

っ

て

こ

い

」

 

疾

風

「

え

っ

。

そ

れ

っ

て

」

 

昭

二

「
（

神

主

と

美

弥

に

頭

を

下

げ

る

）

う

ち

の

息

子

の

帯

で

も

う

一

度

お

願

い

し

ま

す

」
 

神

主

、

う

な

ず

く

。

疾

風

、

信

じ

ら

れ

な

い

と

い

っ

た

顔

で

立

っ

て

い

る

。

 

昭

二

「

な

に

し

て

ん

だ

。

早

く

し

ろ

！

」

 

疾

風

、

サ

エ

、

真

島

、

神

主

バ

タ

バ

タ

出

て

行

く

。

 

昭

二

、

が

っ

く

り

し

て

い

る

。

ト

シ

、

手

招

き

す

る

。

 

ト

シ

「

え

ら

か

っ

た

な

。

頭

な

で

る

か

ら

こ

っ

ち

へ

お

い

で

」

 

昭

二

「

い

い

」

 

ト

シ

「

遠

慮

す

る

な

」

 

昭

二

「

し

て

な

い

」

 

 

〇

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

内

 

座

っ

て

帯

を

見

て

い

る

太

田

。

疾

風

が

勢

い

よ

く

戸

を

開

け

、

太

田

立

ち

上

が

る

。

疾

風

、

息

を

は

ず

ま

せ

て

い

る

。

 

太

田

「

ど

う

し

た

？

」

 

疾

風

、

帯

を

抱

え

る

と

笑

顔

を

太

田

に

向

け

、

去

っ

て

い

く

。

 

 

〇

和

室
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サ

エ

が

美

弥

の

衣

装

を

整

え

て

い

る

。

美

弥

、

ふ

ら

っ

と

す

る

。

サ

エ

、

抱

き

と

め

て

 

サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

、

大

丈

夫

？

」

 

美

弥

「

大

丈

夫

」

 

 
〇

祠

・

外

観

 

 

〇

祠

・

内
 

泉

の

前

に

疾

風

の

帯

が

置

か

れ

て

い

る

。

 

神

主

が

汗

だ

く

で

祝

詞

を

あ

げ

て

い

る

。

疾

風

と

美

弥

は

汗

だ

く

で

頭

を

下

げ

て

い

る

。

美

弥

の

額

か

ら

汗

が

流

れ

落

ち

る

。

 

 

〇

祠

・

外

 

入

口

に

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

一

匹

や

っ

て

く

る

。

 

 

〇

祠

・

内

 

神

主

の

祝

詞

が

続

い

て

い

る

。

美

弥

、

息

遣

い

が

荒

く

な

る

。

疾

風

、

そ

っ

と

美

弥

の

肩

に

手

を

置

く

。

美

弥

が

倒

れ

る

。

 

疾

風

「

美

弥

！

」

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

和

室

 

布

団

に

寝

か

さ

れ

て

い

る

美

弥

。

 

 

〇

同

・

広

間

 

昭

二

の

帯

、

疾

風

の

帯

を

前

に

昭

二

、

疾

風

、

真

島

、

神

主

、

サ

エ

が

座

っ

て

い

る

。

 

神

主

「

ダ

メ

だ

。

何

が

悪

い

？

相

性

か

？

」

 

う

な

だ

れ

る

疾

風

。

 

疾

風

「

俺

の

帯

も

ダ

メ

か

」

 

昭

二

「

残

念

だ

な

」

 

疾

風

「

う

れ

し

そ

う

だ

な

」

 

昭

二

「

そ

う

か

？

そ

ん

な

こ

と

な

い

」

 

昭

二

が

サ

エ

を

見

る

。

 

昭

二

「

サ

エ

、

も

う

一

度

、

花

嫁

や

っ

た

ら

ど

う

だ

」

 

サ

エ

「

私

？

で

も

私

は

」

 

サ

エ

、

変

色

し

た

腕

を

触

る

。

 

昭

二

「

相

性

が

あ

る

ん

だ

ろ

。

花

嫁

も

替

え

て

み

る
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べ

き

だ

」

 

真

島

「

ヒ

キ

に

侵

さ

れ

た

も

の

は

花

嫁

に

は

な

れ

ん

は

ず

だ

」

 

昭

二

「

こ

の

際

や

っ

て

み

よ

う

」

 

真

島

「

し

か

し

！

」

 
神

主

「

し

か

し

。

万

が

一

龍

が

怒

っ

て

し

ま

っ

て

二

度

と

戻

っ

て

こ

な

か

っ

た

ら

」

 

昭

二

「

今

の

ま

ま

で

は

ど

の

道

、

龍

は

来

な

い

。

と

思

う

が

ど

う

だ

、

サ

エ

」

 

全

員

、

サ

エ

を

見

る

。

サ

エ

、

真

島

を

見

る

。

真

島

、

目

を

そ

ら

す

。

 

サ

エ

、

う

な

ず

く

 

サ

エ

「

や

っ

て

み

る

」
 

神

主

「

さ

あ

。

で

は

帯

は

ど

ち

ら

を

使

う

」

 

昭

二

と

疾

風

の

視

線

が

合

う

。

 

 

〇

同

・

和

室

 

美

弥

が

横

た

わ

る

布

団

の

脇

に

サ

エ

と

武

。

 

美

弥

と

サ

エ

は

手

を

握

っ

て

い

る

。
 

美

弥

「

わ

か

っ

た

」

 

サ

エ

「

ご

め

ん

。

美

弥

ち

ゃ

ん

、

が

ん

ば

っ

た

の

に

」

 

美

弥

、

笑

顔

で

首

を

振

る

。

 

サ

エ

、

立

っ

て

部

屋

を

出

、

障

子

を

締

め

る

。
 

美

弥

、

布

団

を

頭

ま

で

か

ぶ

る

。

 

武

、

布

団

に

そ

っ

と

手

を

か

け

る

。

 

武

「

な

、

泣

く

な

。

こ

、

こ

れ

で

よ

か

っ

た

。

あ

、

あ

の

お

金

も

ち

ゃ

、

ち

ゃ

ん

と

返

そ

う

」

 

美

弥

「

違

う

。

私

が

ち

ゃ

ん

と

花

嫁

や

れ

て

た

ら

こ

ん

な

こ

と

に

な

ら

な

か

っ

た

」

 

武

、

あ

や

す

よ

う

に

布

団

を

そ

っ

と

叩

く

。

 

 

〇

同

・

廊

下

 

和

室

か

ら

出

て

き

た

サ

エ

。

真

島

が

立

っ

て

い

る

。

サ

エ

、

真

島

の

顔

を

見

て

か

ら

、

通

り

過

ぎ

る

。

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

」

 

サ

エ

、

足

を

止

め

る

。

 

サ

エ

「

真

島

さ

ん

、

あ

り

が

と

う

ね

。

私

の

こ

と

好

き

っ

て

言

っ

て

く

れ

て

。

う

ま

く

言

え

な

い

け

ど

…
…

う

れ

し

か

っ

た

」
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真

島

「

ご

め

ん

」

 

サ

エ

「

も

う

。

な

ん

で

？

そ

こ

で

謝

ら

な

い

で

よ

。

間

違

い

だ

っ

た

み

た

い

に

な

る

で

し

ょ

！

？

」

 

真

島

、

も

じ

も

じ

し

て

い

る

。

 

  
〇

祠

・

内

 

泉

の

前

に

黒

の

帯

が

入

っ

た

箱

が

置

か

れ

、

神

主

と

装

束

を

つ

け

た

サ

エ

、

紋

付

袴

を

つ

け

た

昭

二

、

真

島

が

座

っ

て

い

る

。

神

主

が

祝

詞

を

あ

げ

始

め

る

。

 

 

〇

祠

・

外

 

入

口

に

大

量

の

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

集

ま

っ

て

い

る

。

 

 

〇

祠

・

内

 

神

主

の

祝

詞

が

続

い

て

い

る

。
 

神

主

「

こ

の

帯

に

降

り

奉

り

候

こ

と

を

お

願

い

申

し

上

げ

候

。

こ

こ

に

お

わ

す

娘

・

サ

エ

を

花

嫁

と

し

て

迎

え

入

れ

奉

り

候

こ

と

を

お

願

い

申

し

上

げ

候

」

 

神

主

、

祝

詞

終

わ

る

。

泉

の

水

に

波

紋

が

で

き

る

。

ド

ウ

ド

ウ

と

地

鳴

り

の

よ

う

な

音

。

 

皆

、

不

安

そ

う

に

泉

を

見

つ

め

る

。

昭

二

が

叫

ぶ

。

 

昭

二

「

う

わ

っ

」

 

祠

の

中

に

大

量

の

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

入

っ

て

き

て

る

。

 

昭

二

「

な

ん

だ

こ

り

ゃ

」

 

神

主

「

こ

り

ゃ

あ

、

ヒ

キ

だ

。

災

い

の

元

だ

」

 

真

島

「

サ

エ

も

こ

れ

に

や

ら

れ

た

ん

だ

」

 

昭

二

「

す

げ

え

数

だ

。

ぞ

っ

と

す

る

な

」

 

閃

光

が

走

り

、

帯

に

雷

が

落

ち

る

。

昭

二

の

帯

が

生

き

物

の

よ

う

に

立

ち

上

が

る

。

 

昭

二

「

や

っ

た

！

」

 

帯

が

昭

二

に

突

撃

し

、

昭

二

倒

れ

る

。

 

帯

、

人

間

た

ち

の

周

り

を

ぐ

る

ぐ

る

回

る

。

 

神

主

「

龍

が

帯

に

入

っ

た

。

サ

エ

！

」

 

サ

エ

、

う

な

ず

く

。
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サ

エ

、

進

み

出

て

腕

を

広

げ

る

。

変

色

し

た

腕

。

真

島

、

サ

エ

を

見

つ

め

る

。

帯

が

サ

エ

の

前

で

立

ち

止

ま

り

、

吠

え

る

。

サ

エ

以

外

の

者

、

身

を

す

く

ま

せ

る

。

サ

エ

、

腕

を

広

げ

た

ま

ま

近

づ

く

。

 
サ

エ

「

龍

よ

。

受

け

止

め

て

。

受

け

止

め

て

、

私

を

。

お

願

い

」

 

サ

エ

、

帯

に

抱

き

つ

き

、

組

み

伏

せ

る

。

 

サ

エ

「

受

け

止

め

て

。

私

を

受

け

止

め

て

。

私

が

あ

な

た

の

花

嫁

よ

」

 

暴

れ

る

帯

。

サ

エ

に

絡

み

つ

き

、

締

め

上

げ

る

。

 

昭

二

「

プ

ロ

レ

ス

み

た

い

だ

な

」

 

神

主

「

う

、

う

む

」

 

真

島

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

、

し

っ

か

り

」

 

昭

二

「

サ

エ

！

俺

の

帯

、

傷

つ

け

る

な

よ

！

」

 

苦

し

む

サ

エ

。

帯

に

締

め

ら

れ

て

サ

エ

が

失

神

す

る

。

真

島

、

帯

に

つ

か

み

か

か

る

。

 

真

島

「

や

め

ろ

！

サ

エ

を

返

せ

、

龍

め

！

」
 

神

主

、

昭

二

驚

く

。

 

神

主

「

真

島

！

や

め

ろ

」

 

真

島

、

ぐ

っ

と

帯

を

つ

か

み

引

っ

張

る

。

布

の

裂

け

る

音

。

蒼

白

に

な

る

昭

二

。

 

昭

二

「

う

わ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

。

俺

の

帯

―

！

」

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

廊

下

 

歩

い

て

い

る

美

弥

。

部

屋

の

襖

を

開

け

る

。

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

広

間

 

襖

を

開

け

た

美

弥

。

口

を

押

え

る

。

 

ト

シ

が

い

た

と

思

し

き

場

所

に

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

無

数

に

た

か

っ

て

い

る

。

倒

れ

て

い

る

点

滴

。

 

美

弥

「

婆

様

！

」

 

無

数

の

ヒ

キ

の

中

か

ら

ト

シ

の

腕

が

出

て

、

行

け

と

合

図

す

る

。

 

美

弥

、

た

め

ら

う

が

踵

を

返

す

。

 

 

〇

ト

シ

の

家

・

玄

関

・

外

 

駆

け

出

す

美

弥

を

武

が

呼

び

止

め

る

。
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武

「

美

弥

！

行

く

な

！

」

 

美

弥

、

武

を

見

る

。

 

美

弥

「

お

父

さ

ん

。

私

が

行

か

な

き

ゃ

ダ

メ

な

の

」

 

武

「

美

弥

、

い

、

行

く

な

。

お

、

お

ま

え

ま

で

い

な

く

な

っ

た

ら

お

、

俺

ど

う

し

た

ら

い

い

？

」

 
美

弥

「

お

父

さ

ん

。

私

を

信

じ

て

」

 

美

弥

、

走

り

去

る

。

 

武

「

美

弥

！

」

 

 

〇

祠

・

内

 

ぐ

っ

た

り

と

し

た

サ

エ

を

真

島

が

抱

き

起

し

て

い

る

。

側

に

落

ち

て

い

る

裂

か

れ

た

黒

い

帯

。

が

っ

く

り

し

て

い

る

昭

二

と

神

主

。

 

真

島

「

サ

エ

！

サ

エ

！

大

丈

夫

か

？

」

 

昭

二

「

畜

生

、

俺

の

帯

を

」

 

神

主

「

な

ん

て

こ

と

を

。

せ

っ

か

く

龍

が

帯

に

戻

っ

た

の

に

」

 

真

島

「

血

も

涙

も

な

い

な

、

サ

エ

が

殺

さ

れ

て

も

よ

か

っ

た

の

か

！

」

 

昭

二

「

血

も

涙

も

な

い

の

は

お

ま

え

だ

。

俺

が

ど

れ

だ

け

精

魂

こ

め

て

織

っ

た

と

思

っ

て

ん

だ

。

こ

の

糸

の

一

本

一

本

が

俺

の

血

と

汗

と

涙

だ

。

縦

の

糸

は

俺

で

横

の

糸

も

俺

な

ん

だ

よ

。

そ

の

１

０

０

パ

ー

セ

ン

ト

俺

の

帯

を

よ

く

も

」

 

神

主

「

昭

二

！

喧

嘩

し

て

る

場

合

か

。

こ

こ

か

ら

逃

げ

る

こ

と

を

考

え

ろ

」

 

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

た

ち

に

追

い

詰

め

ら

れ

て

い

る

昭

二

た

ち

。

 

昭

二

「

も

う

ダ

メ

だ

。

こ

の

島

全

滅

だ

！

」

 

神

主

「

縁

起

で

も

な

い

こ

と

言

う

な

！

」

 

美

弥

の

声

「

美

弥

だ

よ

！

」

 

ヒ

キ

ガ

エ

ル

た

ち

の

向

こ

う

に

美

弥

が

現

れ

る

。

 

真

島

「

美

弥

」

 

美

弥

、

叫

ぶ

。

 

美

弥

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

！

」

 

昭

二

「

美

弥

、

い

い

か

ら

逃

げ

ろ

。

こ

こ

は

危

な

い

」

 

真

島

「

そ

う

だ

、

逃

げ

ろ

、

美

弥

」

 

昭

二

「

お

ま

え

が

言

う

な

！

お

ま

え

の

せ

い

だ

ろ

！

」

 

神

主

「

喧

嘩

す

る

な

っ

て

言

う

の

に

」
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美

弥

「

逃

げ

な

い

。

だ

っ

て

私

、

龍

の

花

嫁

だ

か

ら

」

 

真

島

「

え

？

」

 

美

弥

「

私

が

龍

の

花

嫁

に

な

る

。

神

主

の

お

じ

さ

ん

、

お

願

い

」

 

神

主

「

し

か

し

帯

が

」

 
美

弥

「

大

丈

夫

」

 

美

弥

の

後

ろ

か

ら

疾

風

が

現

れ

る

。

 

疾

風

は

自

分

の

帯

を

持

っ

て

い

る

。

 

疾

風

「

帯

だ

！

」

 

疾

風

、

神

主

の

方

へ

帯

を

投

げ

る

。

 

昭

二

が

キ

ャ

ッ

チ

し

て

、

疾

風

の

帯

を

見

て

か

ら

振

り

上

げ

る

。

 

疾

風

「

オ

ヤ

ジ

！

」

 

昭

二

、

舌

打

ち

す

る

と

疾

風

の

帯

を

泉

の

前

に

置

く

。

神

主

、

美

弥

に

う

な

ず

い

て

再

び

祝

詞

を

あ

げ

始

め

る

。

一

心

に

祈

る

美

弥

。

 

真

島

の

腕

の

中

で

気

づ

く

サ

エ

。

 

サ

エ

「

真

島

さ

ん

」

 

真

島

、

サ

エ

を

抱

き

し

め

る

。

 

サ

エ

「

真

島

さ

ん

は

ま

た

私

を

助

け

た

の

ね

」
 

真

島

「

体

が

勝

手

に

。

ど

う

し

て

か

わ

か

ら

な

い

」

 

サ

エ

「

う

れ

し

い

よ

」

 

真

島

「

サ

エ

、

美

弥

が

来

た

ん

だ

」

 

サ

エ

、

気

づ

い

て

起

き

上

が

り

、

美

弥

を

見

る

。

 

サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

」

 

美

弥

「

サ

エ

ち

ゃ

ん

。

私

、

も

う

譲

ら

な

い

よ

。

私

が

や

る

」

 

サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

」

 

美

弥

「

美

弥

が

龍

の

花

嫁

な

の

」

 

黒

い

ヒ

キ

ガ

エ

ル

が

一

斉

に

美

弥

に

と

び

か

か

る

。

 

サ

エ

「

美

弥

ち

ゃ

ん

！

」

 

祝

詞

を

あ

げ

る

神

主

。

 

閃

光

が

走

り

、

疾

風

の

帯

が

立

ち

上

が

る

。

 

 

〇

機

織

り

小

屋

 

太

田

が

機

織

り

機

を

撫

で

て

い
る

。
側

に

積

み

あ

が

っ
た

糸

に

目

を

止

め

、
手

を

伸

ば

す

。

と

、
糸

の

中

か

ら

大

き

な

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
が
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出

て

く

る

。
太

田

の

叫

び

声

。 

 

〇

機

織

り

部

屋

 

ま

つ
が

機

織

り

を

し

て

い
る

。
ふ

と

後

ろ

を

振

り

向

く

。
首

を

振

り

な

が

ら

、
戸

を

開

け

る

。

廊

下

に

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
。
ま

つ
の

絶

叫

。 

 

〇

旅

館

・
ロ
ビ

ー

 
客

・
ス
タ

ッ
フ

た

ち

が

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
に

取

り

つ
か

れ

、
悲

鳴

を

上

げ

右

往

左

往

し

て

い
る

。 

 

〇

港

・
桟

橋

 

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
が

あ

ち

こ

ち

に

い
る

。 

 

〇

祠

・
外

観

 

サ

エ
の

声
「

美

弥

ち

ゃ

ん

！

」 

 

〇

祠

・
内

 黒

い

ヒ

キ

ガ

エ
ル

に

ま

と

わ

り

つ
か

れ

た

美

弥

。 

疾

風

が

手

で

ヒ

キ

を

は

が

し

て

い
る

。 

疾

風
「

こ

い
つ
、
美

弥

か

ら

離

れ

ろ

！

」 

サ

エ
が

駆

け

寄

ろ

う

と

し

て

真

島

に

抑

え

ら

れ

て

い
る

。 

サ

エ
「

美

弥

ち

ゃ

ん

！

」 

疾

風

の

帯

が

美

弥

ま

で

飛

ん

で

美

弥

の

ヒ

キ

を

払

い
落

す

。
ふ

ら

つ
く

美

弥

の

周

り

を

ぐ

る

ぐ

る

舞

う

。
美

弥

は

疾

風

の

帯

を

ま

と

い
、
目

に

力

が

宿

る

。
疾

風

、
感

動

に

打

ち

震

え

る

。 

疾

風
「

お

お

」 

神

主
「

龍

の

花

嫁

だ

」 

美

弥

は

吠

え

、
外

を

指

さ

す

。
帯

、
美

弥

の

体

か

ら

離

れ

、
祠

の

外

へ
飛

ん

で

い
く

。 

 

〇

日

高

家

・
外

観

 

ま

つ
の

悲

鳴

。 

 

〇

同

・
機

織

り

部

屋

 

ま

つ
と

満

琉

が

絶

叫

し

な

が

ら

物

差

し

で

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
を

追

っ
払

っ
て

い
る

。 

ま

つ
「

あ

っ
ち

行

け

！

あ

っ
ち

行

け

！

」 
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満

琉
「

ど

こ

か

ら

こ

ん

な

に

入

っ
て

き

た

ん

だ

よ

！

」 

帯

が

飛

ん

で

入

っ
て

き

て

、
ヒ

キ

ガ

エ
ル
を

一

網

打

尽

に

す

る

。
呆

気

に

と

ら

れ

る

ま

つ
と

満

琉

。
帯

は

窓

か

ら

飛

ん

で

出

て

行

く

。 

 
〇

旅

館

・
ロ
ビ

ー

 

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
に

取

り

つ
か

れ

、
悲

鳴

を

あ

げ

て

逃

げ

回

る

客

・
ス
タ

ッ
フ

た

ち

の

周

り

を

飛

ぶ

帯

が

ぐ

る

ぐ

る

回

り

、
ヒ

キ

ガ

エ
ル
を

一

掃

す

る

。
呆

気

に

と

ら

れ

る

客

と

ス
タ

ッ
フ

た

ち

 

 

〇

プ

レ
ハ
ブ

小

屋

・
外

観
 

太

田

の

悲

鳴

。 

 

〇

同

・
内

 太

田

が

黒

い
ヒ

キ

ガ

エ
ル
た

ち

に

部

屋

の

隅

に

追

い
詰

め

ら

れ

、
糸

玉

を

投

げ

て

い
る

。 

太

田
「

こ

っ
ち

来

ん

な

！

俺

、
こ

の

世

で

一

番

苦

手

な

の

が

カ

エ
ル
な

ん

だ

よ

！

」 

窓

か

ら

入

っ
て

く

る

帯

。
目

を

見

張

る

太

田

。 

太

田
「

こ

れ

は

疾

風

く

ん

の

帯

…

」 

帯

は

カ

エ
ル
た

ち

の

間

を

飛

び

回

り

一

網

打

尽

に

す

る

。
投

げ

た

糸

玉

が

舞

い
上

が

り

、
空

中

で

様

々

な

色

が

絡

み

合

っ
た

景

色

を

一

瞬

作

る

。
太

田

、
見

と

れ

る

。 

 

〇

桟

橋

 

ヒ

キ

ガ

エ
ル
の

姿

は

無

く

な

っ
て

い
る

。 

 

〇

祠

・
外

（
夕

） 

美

弥

が

空

を

見

上

げ

て

い
る

。 

満

琉

と

太

田

が

走

っ
て

く

る

。 

満

琉

の

声
「

お

ー

い
」 

美

弥

は

振

り

返

る

が

す

ぐ

空

を

見

上

げ

る

。 

満

琉

は

不

思

議

そ

う

な

顔

を

し

て

、
太

田

と

顔

を

見

合

わ

せ

、
共

に

空

を

見

上

げ

る

。 

空

か

ら

帯

が

ゆ

っ
く

り

と

降

り

て

く

る

。 

美

弥

の

腕

の

中

へ
帯

が

舞

い
降

り

る

。 

見

と

れ

る

太

田

。
口

を

開

け

て

い
る

満

琉

。 
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帯

を

抱

き

し

め

る

美

弥

。 

美

弥

の

腕

の

中

へ
帯

は

収

ま

り

静

か

に

な

る

。 

祠

の

中

か

ら

神

主

、
疾

風

、
昭

二

、
サ

エ
、
真

島

が

現

れ

る

。 

美

弥

は

帯

を

神

主

へ
渡

す

。 

神

主

、
恭

し

く

受

け

取

る

。 
神

主
「

新

し

き

龍

の

帯

だ

」 

箱

の

中

へ
入

れ

組

紐

で

封

を

す

る

。
じ

っ
と

見

つ
め

る

疾

風

。 

見

守

る

サ

エ
、
真

島

。
昭

二

。 

太

田

、
そ

の

光

景

を

見

つ
め

て

い
る

。 

 

〇

プ

レ
ハ
ブ

小

屋

・
外

観

（
夕

） 

 

〇

プ

レ
ハ
ブ

小

屋

・
内

（
夕

） 

床

に

糸

を

並

べ
て

、
図

案

を

紙

に

書

い
て

い
る

太

田

。
機

織

り

機

を

撫

で

る

。 

天

井

を

見

上

げ

、
目

を

閉

じ

る

。 

夕

焼

け

が

部

屋

を

照

ら

し

て

い
る

。 

 

○

日

高

家

・
庭

（
夜

） 

昭

二

が

掘

っ
た

穴

に

自

分

の

織

っ
た

帯

を

入

れ

て

、
土

を

か

け

て

い
る

。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

や

や

こ

ん

も

り

と

し

た

塚

を

昭

二

が

拝

む

。 

昭

二
「

あ

り

が

と

さ

ん

で

し

た

」 

縁

側

か

ら

ま

つ
が

見

て

い
る

。 

 

〇

港

・
桟

橋

 

帰

り

支

度

の

太

田

。
疾

風

と

満

琉

が

側

に

立

っ
て

い
る

。 

満

琉
「

兄

ち

ゃ

ん

の

運

転

で

行

く

の

？

や

め

と

い
た

方

が

い
い
よ

」 

太

田
「

そ

う

な

の

？

」 

疾

風
「

余

計

な

こ

と

言

う

な

。
俺

が

東

京

に

行

っ
た

ら

世

話

に

な

る

ん

だ

か

ら

、
恩

を

売

っ
と

か

な

き

ゃ

な

」 

太

田
「

は

は

は

。
任

せ

と

け

」 

満

琉
「

お

じ

さ

ん

、
元

気

に

な

っ
た

ね

」 

太

田
「

そ

う

？

」 

う

な

ず

く

疾

風

。
ニ
ヤ

ッ
と

す

る

太

田

。 
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太

田
「

あ

、
そ

う

だ

」 

太

田

、
折

っ
た

紙

を

満

琉

に

渡

す

。 

太

田
「

こ

れ

美

弥

ち

ゃ

ん

に

渡

し

て

」 

満

琉
「

美

弥

に

？

見

て

も

い
い
？

」 

う

な

ず

く

太

田

の

肩

を

昭

二

が

出

て

き

て

叩

く

。 
昭

二
「

そ

ろ

そ

ろ

行

く

か

」 

昭

二

の

出

現

に

皆

、
驚

く

。
昭

二

は

旅

支

度

。 

疾

風
「

な

ん

だ

よ

、
オ

ヤ

ジ

。
旅

行

で

も

行

く

の

か

？

」 

昭

二
「

う

る

せ

え

な

。
巷

を

見

に

行

く

ん

だ

よ

、
巷

を

。

こ

の

島

は

俺

に

は

小

さ

す

ぎ

る

。
（
疾

風

に

）
お

ら

、

さ

っ
さ

と

船

出

せ

」 

さ

っ
さ

と

船

に

乗

り

込

む

昭

二

。
太

田

と

疾

風

、
顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

 

〇

桟

橋

 

手

を

振

る

満

琉

。 

満

琉

、
紙

を

開

い
て

み

る

。 

凛

々

し

い
美

弥

の

絵

。
満

琉

、
に

っ
こ

り

す

る

。 

 

〇

岬

 

岬

の

先

端

に

佇

む

美

弥

。
離

れ

て

武

が

立

っ
て

い
る

。
サ

エ
と

真

島

が

や

っ
て

く

る

。 

武

は

黙

っ
て

立

ち

去

る

。 

サ

エ
「

美

弥

ち

ゃ

ん

」 

美

弥

、
振

り

向

く

。 

サ

エ
、
美

弥

の

首

に

自

分

の

首

か

ら

首

飾

り

を

か

け

て

や

る

。 

サ

エ
「

似

合

う

よ

。
と

て

も

」 

美

弥

、
首

飾

り

を

見

て

サ

エ
に

笑

顔

を

向

け

る

。
サ

エ
と

真

島

、
微

笑

む

。 

海

を

見

る

と

一

艘

の

小

型

船

が

走

っ
て

い
る

。 

 

〇

海

 

荒

い
運

転

で

進

む

小

型

船

。 

 

〇

小

型

船

・
内

 

上

へ
下

へ
揺

れ

る

船

。
疾

風

が

操

縦

し

、
太

田

と

昭

二

が

必

死

に

し

が

み

つ
い
て

い
る

。 

太

田
「

お

え

え

え

え

」 
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昭

二
「

お

え

え

え

え

」 

疾

風
「

ひ

ゃ

っ
ほ

ー

」 

 

〇

小

型

船

・
外

観

 

海

で

キ

リ

モ

ミ

さ

れ

て

い
る

小

型

船

。 
太

田

の

声
「

う

え

え

え

え

」 
疾

風

の

声
「

は

っ
は

あ

」 

昭

二

の

声
「

疾

風

！

も

う

少

し

丁

寧

に

運

転

し

ろ

！

」 

 

〇

空

 

（

イ

メ

ー

ジ

）

龍

と

美

弥

が

笑

い

合

い

、

む

つ

み

合

い

な

が

ら

空

へ

昇

っ

て

い

く

。

二

人

絡

み

合

い

、

ス

ッ

と

海

に

落

ち

る

。

 

 

〇

海

面

～

海

中

 

（

イ

メ

ー

ジ

）

龍

と

美

弥

が

落

ち

て

盛

大

な

水

柱

が

あ

が

る

。

海

中

で

龍

と

美

弥

は

微

笑

み

あ

い

な

が

ら

海

深

く

沈

ん

で

い

く

。

ど

こ

ま

で

も

。

 

 

〇

日

高

家

・

プ

レ

ハ

ブ

小

屋

・

外

観

 

 

〇

同

・

同

・

内

 

機

織

り

機

の

織

り

か

け

の

織

物

。

 

脇

に

積

ん

で

あ

る

糸

の

束

や

、

機

織

り

機

に

か

か

っ

た

糸

。

 

機

織

り

機

の

脇

で

紙

に

書

き

起

こ

し

た

図

案

。

 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

機

織

り

機

の

横

で

柔

軟

体

操

を

す

る

疾

風

。

指

を

開

い

た

り

閉

じ

た

り

し

、

手

を

じ

っ

と

見

る

。

深

呼

吸

す

る

。

 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

何

か

に

取

り

つ

か

れ

た

よ

う

に

機

織

り

機

に

向

か

う

疾

風

。

 

 

糸

が

絡

み

合

い

絡

み

合

い

し

て

、

 

少

し

ず

つ

織

り

あ

が

る

布

。

 

機

を

織

る

音

が

続

い

て

い

く

。

 

 

終

わ

り
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・
「

参

考

資

料

」

 

手

織

り

の

西

陣

織

を

1
0
0

年

先

へ

残

す

た

め

に

。

機

織

り

機

を

修

理

し

た

い

（

池

口

 

寧

祥

 

2
0
1
9
/
1
0
/
3
1
 

公

開

）

 
-
 

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ

 
R
E
A
D
Y
F
O
R
 
(

レ

デ

ィ

ー

フ

ォ

ー

)
 

 
緞

帳

・

美

術

工

芸

品

｜

川

島

織

物

セ

ル

コ

ン

 

(
k
a
w
a
s
h
i
m
a
s
e
l
k
o
n
.
c
o
.
j
p
)
 

 

日

本

の

織

物

と

は

？

種

類

や

歴

史

、

日

本

各

地

の

織

物

を

ご

紹

介
 

|
 

ワ

ゴ

コ

ロ

 
(
w
a
-

g
o
k
o
r
o
.
j
p
)
 

 

首

里

織

と

は

？

～

沖

縄

伝

統

の

織

物

～

 
|
 

ワ

ゴ

コ

ロ

 
(
w
a
-
g
o
k
o
r
o
.
j
p
)
 

https://readyfor.jp/projects/obihiro
https://readyfor.jp/projects/obihiro
https://readyfor.jp/projects/obihiro
https://readyfor.jp/projects/obihiro
https://www.kawashimaselkon.co.jp/product/arts/
https://www.kawashimaselkon.co.jp/product/arts/
https://wa-gokoro.jp/traditional-crafts/fabric/
https://wa-gokoro.jp/traditional-crafts/fabric/
https://wa-gokoro.jp/traditional-crafts/fabric/
https://wa-gokoro.jp/traditional-crafts/417/
https://wa-gokoro.jp/traditional-crafts/417/

